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第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
は
、
昭
和
３７
年
１
月
１
日
、
当
時
、

山
口
県
か
ら
鹿
児
島
県
奄
美
群
島
ま
で
の
広
大
な
海
域
を
管
轄

し
て
い
た
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
の
業
務
量
増
加
に
伴
い
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か
な
海
上
保
安
行
政
の
展

開
を
図
る
必
要
性
か
ら
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
を
二
分
し
、

新
た
に
熊
本
県
、
宮
崎
県
及
び
鹿
児
島
県
の
南
九
州
の
全
域
を

管
轄
す
る
海
上
保
安
機
関
と
し
て
設
立
し
、
本
年
１

月
１
日
を
も
っ
て
設
立
６０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
管
区
６０
年
の
交
通
行
政
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
昭
和
３７
年
当
時
の
管
内
の
航
路
標
識
基
数
は
１

２
０
基
程
度
（
現
在
は
３
７
７
基
）
で
、
航
路
標
識

の
密
度
（
沿
岸
線
１
０
０
海
里
あ
た
り
の
基
数
）
は

全
国
平
均
の
2
分
の
１
以
下
に
過
ぎ
ず
、「
暗
い
海
」

の
解
消
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
高
度
成
長
期
に
あ
り
、
海
運
業
界
、
漁

業
活
動
の
活
発
化
に
よ
る
海
上
交
通
量
の
増
大
に
伴

い
、
管
内
の
港
湾
航
路
等
の
整
備
が
進
展
し
、
通
航

船
舶
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
航
路
標
識
の
整
備
の
必
要
性

が
高
ま
り
、「
暗
い
海
」
を
解
消
す
る
た
め
、
沿
岸
灯
台
や
そ

の
他
主
要
な
港
湾
に
次
々
と
新
し
い
標
識
の
整
備
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
航
路
標
識
を
管
理
す
る
航
路
標
識
事
務
所
の
集
約

も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
３７
年
に
灯

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
設
立
６０
周
年
を
迎
え
て

�

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通
部
長
　
久
　
保
　
　
　
剛

笠利埼灯台（奄美）　Ｓ37. 3  設置

喜志鹿埼灯台（種子島）
Ｓ38. 3  設置
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台
見
回
り
船
「
ず
い
う
ん
」
が
配
属
さ
れ
、
佐
多
岬
、
屋
久
島
、

種
子
島
の
各
航
路
標
識
事
務
所
を
鹿
児
島
航
路
標
識
事
務
所
に

集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
離
島
や
僻
地
で
勤
務
す
る
職
員
の
生

活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
定
期
的
に
灯
台
見
回
り

船
や
用
船
、
業
務
用
車
両
を
使
用
し
て
巡
回
点
検
を
行
う
な
ど

業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
４０
年
代
は
、
航
路
標
識
の
種
類
も
従
来
の
沿
岸
灯
台
等

の
光
波
標
識
に
加
え
、地
上
系
の
電
波
航
法
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

ロ
ラ
ン
局
、
デ
ッ
カ
局
等
の
電
波
標
識
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
５０
年
代
は
、
新
技
術
が
次
々
と
導
入
さ
れ
、
太
陽
電
池

を
電
源
と
し
た
沿
岸
灯
台
の
設
置
、
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
、
有
線
監

視
装
置
、
船
舶
気
象
通
報
の
自
動
化
等
に
よ
り
、
省
力
化
が
図

ら
れ
る
と
と
も
に
、
機
器
の
信
頼
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ー
ダ
ー
搭
載
船
の
増
加
に
伴
い
、
都
井
岬
ほ
か
４

箇
所
に
船
舶
の
レ
ー
ダ
ー
画
面
上
に
点
線
で
岬
等
の
方
向
を
表

示
す
る
レ
ー
マ
ー
ク
ビ
ー
コ
ン
局
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
６３
年
に
は
、
灯
浮
標
や
灯
標
の
意
味
・
様
式
を
定
め
た

「
浮
標
式
」
が
世
界
的
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
全
国
的

に
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
当
管
区
に
お
い
て
も
３
ヶ
月
間
に
７７

基
の
航
路
標
識
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
に
入
る
と
、
港
湾
、
航
路
の
整
備
の
進
捗
、
船

鹿児島航路標識事務所　Ｓ38. 8  集約

長島デッカ局　Ｓ44. 5 ～Ｈ11. 3

初代 ずいうん　Ｓ37.12～Ｓ58. 6

野間池ロラン局　Ｓ41. 5 ～Ｈ 9 . 5
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舶
交
通
の
輻
輳
化
、
船
舶
の
大
型
化
・
高
速
化
等
に
よ

る
海
上
交
通
環
境
の
変
化
に
伴
い
航
路
標
識
も
多
様
化

が
要
求
さ
れ
ま
す
。
一
方
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
の
あ

る
灯
台
の
保
存
や
デ
ザ
イ
ン
灯
台
の
整
備
も
進
め
ら

れ
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
現
在
も
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
９
年
か
ら
は
、
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
Ｇ
Ｐ
Ｓ

の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
当
管
区
で
も
都
井
岬
と
中
之
島

の
2
局
で
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、デ
ッ
カ
、

ロ
ラ
ン
Ａ
な
ど
の
電
波
標
識
は
、
利
用
形
態
の
変
化
や

国
際
事
情
等
か
ら
そ
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
１３
年
か
ら
は
、
管
内
の
航
路
標
識
事
務
所
の
統

合
が
始
ま
り
海
上
保
安
部
に
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
が
発

足
し
、「
沿
岸
域
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）」（
現

在
の「
海
の
安
全
情
報
」）の
運
用
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
１５
年
か
ら
組
織
が
灯
台
部
か
ら
交
通
部
と
な

り
、
平
成
１９
年
に
は
管
内
全
海
上
保
安
部
の
航
行
援
助

セ
ン
タ
ー
が
保
安
部
交
通
課
へ
と
変
遷
し
て
い
き
ま
し

た
。
平
成
2１
年
に
は
当
管
区
に
も
Ａ
Ｉ
Ｓ
陸
上
局
が
整

備
さ
れ
「
鹿
児
島
船
舶
通
航
信
号
所
」
の
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
管
内
の
航
路
標
識
は
、
省
エ
ネ
・
エ
コ
ロ
ジ

屋久島灯台　Ｒ 3 . 6  登録有形文化財
明治期灯台（Ｂランク）

西之表港沖防波堤北灯台　Ｈ10.11 設置
（Ｈ－Ⅱ型ロケットをデザイン）

鞍埼灯台　Ｈ31. 3  登録有形文化財
Ｈ20 近代化産業遺産　明治期灯台（Ａランク）

伊延港導灯　Ｈ 6 . 3  設置
（ユリの花をデザイン）
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ー
化
へ
の
整
備
が
促
進
さ
れ
全
体
の
約
９
割
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
太
陽
電
池
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
草
垣
島
灯
台
は
、
薩
摩
半
島
の
西

南
西
約
９０
㎞
の
東
シ
ナ
海
に
位
置
す
る
無
人
島
で
、
電

源
は
、
発
電
機
を
運
転
し
、
年
間
ド
ラ
ム
缶
約
５０
本
の

軽
油
を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
燃
料
補
給
や
保
守
点
検

が
困
難
で
し
た
が
、
平
成
１５
年
に
当
時
日
本
最
大
の
太

陽
電
池
灯
台
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
保
守
管
理
体
制

も
様
変
わ
り
し
、
滞
在
勤
務
も
平
成
１６
年
３
月
の
都
井

岬
灯
台
を
最
後
に
す
べ
て
無
人
化
と
な
っ
て
い
ま
す
。

沿岸域情報提供システム　Ｈ13 運用開始

草垣島灯台　Ｈ15.12 太陽電池化

都井岬ディファレンシャルＧＰＳ局
Ｈ10. 4 ～Ｈ31. 3

鹿児島船舶運航信号所　Ｈ21. 7  運用開始

Ｈ31.3 登録有形文化財
九州唯一の参観灯台

都井岬灯台　Ｈ16. 3  滞在解消
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平
成
2１
年
度
か
ら
保
守

業
務
の
民
間
委
託
化
も

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
平
成
３１

年
３
月
に
宮
崎
県
の
３

灯
台
（
都
井
岬
灯
台
、

鞍
埼
灯
台
、細
島
灯
台
）

及
び
令
和
３
年
６
月
に

屋
久
島
灯
台
が
国
の
登

録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
、
今
後
、
さ
ら
に

地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
当
管
区
本
部
発
足
後
、
今
日
ま
で
６０
年
間
に
お

い
て
、
交
通
行
政
を
担
う
我
々
の
組
織
、
業
務
内
容
は
大
き
く

変
貌
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
沢
山
の
先
輩
諸
氏
の
熱
い
思
い
と

真
摯
な
努
力
に
よ
っ
て
、
南
九
州
の
海
の
安
全
、
安
心
を
守
る

精
神
が
今
日
に
受
け
継
が
れ
、
当
管
区
本
部
発
足
６０
周
年
を
迎

え
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
当
管
区
は
、
灯
台
守
の
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
る
海

難
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
努
力
を
重
ね
る
と
同
時
に
、
灯
台

が
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
よ
う
に
、
業
務
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

細島灯台　Ｈ31. 3  登録有形文化財
恋する灯台

★入道埼灯台は下記の通り参観いたします★

参観期間　令和 4 年 4 月 1 日（金）～
　　　　　令和 4 年11月 6 日（日）

参観時間　 9 時～16時
　　　　※ 4 月 1 日～10月15日 土日等は

　　　　　 9 時～16時30分

燈光会入道埼支所　☎ 090-1931-9706

令和４年  入道埼灯台参観開始令和４年  入道埼灯台参観開始についてについて

入道埼灯台 大館市★

男鹿市

★秋田市

★

入道埼の参観状況秋 田 県秋 田 県

※ 尻屋埼灯台につきましては、参観開始の時期が決まり次第、あらためて
お知らせいたします。
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月
２９
日
に
ｔ
ｉ
ｆ
デ
ー
タ
に
て
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
判
読
不
明
の
箇
所
が
多
い
状
況
で
し
た
。
今
回
、
同

セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
図
面
は
、
原
図
か
ら
直
接
コ

ピ
ー
さ
れ
た
現
物
で
あ
り
、
線
画
・
寸
法
が
は
っ
き
り
読
み
取

れ
る
保
管
状
態
が
大
変
良
い
図
面
で
し
た
。
安
乗
埼
灯
台
は
、

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
将
来
、
重
要
文
化
財

指
定
に
有
力
な
歴
史
的
灯
台
で
す
の
で
、
旧
灯
台
図
面
を
当
部

が
保
有
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
提
供
い
た
だ
い
た
図
面
は
、
今
後
、
旧
安
乗
埼
灯
台

を
語
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
な
り
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
旧
安
乗
埼
灯
台
図
面
を
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
て
完
全
復
元
し
、
活

用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
本
誌
を
お
借
り
し
て
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
て
復
元
し
た
図
面

と
「
船
の
科
学
館
」
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
貴
重
な
写
真
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

旧
安
乗
埼
灯
台
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

旧
安
乗
埼
灯
台
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に

��

鳥
羽
海
上
保
安
部
次
長

鳥
羽
海
上
保
安
部
次
長
　
藤
　
島
　
充
　
良

　
藤
　
島
　
充
　
良

１
　
は
じ
め
に

　

安
乗
埼
灯
台
は
、
昨
年
、
旧
安
乗
埼
灯
台
起
工
日
か
ら
１
５

０
年
を
迎
え
、
同
１１
月
3
日
の
安
乗
埼
灯
台
無
料
公
開
に
お
い

て
は
、約
６
０
０
名
の
来
訪
者
が
あ
り
ま
し
た
。
目
玉
と
し
て
、

「
船
の
科
学
館
」（
東
京
都
品
川
区
）
の
小
堀
様
か
ら
旧
安
乗
埼

灯
台
の
貴
重
な
写
真
を
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
を
展
示
し
、
来

訪
者
に
見
て
い
た
だ
く
企
画
は
好
評
で
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
般
、
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
立

川
市
）
の
渡
辺
企
画
調
整
官
か
ら
、
安
乗
埼
灯
台
に
係
る
重
要

な
史
料
と
な
る
図
面
を
譲
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

昭
和
3０
年
代
頃
に
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
旧
安
乗
埼
灯
台

と
現
安
乗
埼
灯
台
建
設
時
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
青
焼
図
面

で
し
た
。

　

旧
安
乗
埼
灯
台
の
図
面
は
、
第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
交
通

部
整
備
課
に
お
い
て
青
焼
図
面
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
９
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術
者
が
現
場
測
量
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
メ
モ
書
き
さ
れ
た
灯

台
入
口
屋
根
と
扉
の
寸
法
入
り
の
図
が
描
か
れ
て
お
り
、
詳
細

構
造
を
知
る
有
力
な
手
が
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

２
　
旧
安
乗
埼
灯
台
図
面
復
元

　

渡
辺
企
画
調
整
官
に
よ
れ
ば
、「
同
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
４7

年
（
１
９
７
２
年
）
の
セ
ン
タ
ー
開
設
か
ら
今
年
５
月
１
日
で

発
足
か
ら
５０
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
が
保
有
す

る
資
材
や
資
料
の
確
認
・
整
理
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
旧
安

乗
埼
灯
台
及
び
現
安
乗
埼
灯
台
に
係
る
古
い
図
面
を
発
見
し

た
。」
と
小
職
に
電
話
が
あ
り
、「
安
乗
埼
灯
台
の
図
面
を
里
帰

り
さ
せ
て
鳥
羽
保
安
部
で
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
ご

配
慮
に
て
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

旧
安
乗
埼
灯
台
の
図
面
は
、
１
階
、
２
階
、
3
階
及
び
灯
室

の
平
面
図
並
び
に
断
面
図
が
Ｂ
２
用
紙
に
縮
尺
１
／
５０
に
て
描

か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

旧
安
乗
埼
灯
台
図
面
は
、
同
セ
ン
タ
ー
前
身
の
「
灯
台
局
工

務
課
工
場
」（
横
浜
）
時
代
の
昭
和
3０
年
１０
月
か
ら
昭
和
４7
年

ま
で
試
験
灯
台
と
し
て
旧
安
乗
埼
灯
台
が
、
旧
第
三
管
区
海
上

保
安
本
部
敷
地
内
に
あ
っ
た
頃
に
描
か
れ
た
図
面
で
あ
る
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、現
安
乗
埼
灯
台
の
図
面
に
は
、「
昭
和
２２
年
7
月
５
日
」

の
記
載
が
あ
り
、
現
在
の
灯
台
建
設
時
の
設
計
図
面
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
旧
安
乗
埼
灯
台
図
面
裏
側
に
、
当
時
の
技

旧安乗埼灯台図（図― １）
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Ｃ
Ａ
Ｄ
に
て
復
元
し
た
旧
安
乗
埼
灯
台
は
、
図
―
１
及
び
図

ー
２
の
と
お
り
で
、
こ
れ
を
元
に
旧
安
乗
埼
灯
台
の
姿
図
を
図

―
3
の
と
お
り
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨
年
、

小
職
が
再
現
し
た
旧
安
乗
埼
灯
台
姿
図
は
、
写
真
か
ら
寸
法
を

割
り
出
し
て
お
り
、
写
真
撮
影
が
地
上
か
ら
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
な
が
ら
上
部
に
行
く
ほ
ど
少
し
ス
リ

ム
に
な
っ
て
い
た
の
を
今
回
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
裏
面
に
描
か
れ
た
メ
モ
書
き
か
ら
入
口
屋
根
部
に
当

時
の
設
計
者
が
、お
洒
落
な
意
匠
を
施
し
て
あ
る
の
が
判
明
し
、

設
計
者
の
プ
ラ
イ
ド
に
息
を
の
み
ま
し
た
。（
図
―
４
）

旧安乗埼灯台姿図（図― ３）

　旧安乗埼灯台断面図拡大（図― ２）
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年
１０
月
に
旧
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
敷
地
内
（
横
浜
）
に
試

験
灯
台
と
し
て
移
設
し
、
昭
和
４7
年
に
「
船
の
科
学
館
」
に
移

設
さ
れ
て
い
ま
す
。「
船
の
科
学
館
」
は
、
こ
れ
ら
移
転
先
で

の
珍
し
い
写
真
を
保
有
し
て
お
り
、
提
供
い
た
だ
い
た
写
真
を

以
下
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑴
　
安
乗
崎
に
あ
っ
た
頃
の
写
真

　

写
真
―
１
は
安
乗
崎
に
あ
っ
た
頃
の
旧
安
乗
埼
灯
台
で
、
南

側
か
ら
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
珍
し
く
、
解
像
度
も
良
く
、
レ
ン

ガ
造
官
舎
の
模
様
が
良
く
分
か
り
ま
す
。
明
治
６
年
か
ら
昭
和

２２
年
ま
で
現
役
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

３
　「
船
の
科
学
館
」
提
供
の
貴
重
な
写
真

　

昨
年
１０
月
8
日
に
「
船
の
科
学
館
」
か
ら
旧
安
乗
埼
灯
台
の

貴
重
な
写
真
を
提
供
い
た
だ
き
、
昨
年
１１
月
3
日
実
施
の
安
乗

埼
灯
台
無
料
公
開
に
お
い
て
、
安
乗
埼
灯
台
資
料
館
に
同
写
真

を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
新
聞
２
社
に
よ
る
事
前

広
報
も
あ
り
、
来
訪
さ
れ
た
方
が
興
味
深
く
見
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
放
映
に
お
い
て
も
、

各
移
転
先
で
の
旧
安
乗
埼
灯
台
の
未
公
開
写
真
が
長
時
間
に
わ

た
り
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

旧
安
乗
埼
灯
台
は
、
昭
和
２２
年
に
撤
去
さ
れ
、
昭
和
２４
年
５

月
に
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
（
東
京
都
中
央
区
）
に
移
設
、
昭
和
3０

入口屋根部（図― ４）

写真― １

写真― ２
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⑵�
　
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
に
移
設
さ
れ
た
頃
の
写
真

　

写
真
―
２
、
写
真
―
3

は
、
昭
和
２４
年
５
月
か
ら

昭
和
3０
年
１０
月
ま
で
浜
離

宮
恩
賜
庭
園
に
移
設
さ
れ

た
写
真
で
、外
壁
が
竪（
た

て
）
羽
目
に
な
っ
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、

入
口
左
側
の
出
窓
が
、
１

個
な
く
な
っ
た
の
が
分
か

り
ま
す
。（
図
―
１
の
一

階
平
面
図
参
照
）

⑶
　
試
験
灯
台
（
横
浜
）
時
代
の
写
真

　

写
真
―
４
は
、
旧
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
敷
地
内
に
試
験

灯
台
と
し
て
移
設
さ
れ
た
頃
の
写
真
で
昭
和
3０
年
１０
月
か
ら
昭

和
４7
年
ま
で
横
浜
に
あ
っ
た
際
の
写
真
で
す
。
外
壁
は
、
竪
羽

目
で
、
入
口
左
側
の
出
窓
が
な
い
の
が
確
認
で
き
ま
す
。
写
真

―
５
か
ら
写
真
―
7
は
内
部
の
状
況
で
、
写
真
―
7
は
心
柱
の

状
況
が
良
く
分
か
り
ま
す
。

写真― ３

写真― ４写真― 6 写真― 5
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⑷�

　「
船
の
科
学
館
」
へ
の
移
設
の
写
真

　

写
真
―
8
は
、「
船

の
科
学
館
」
に
移
設
中

の
写
真
で
、
灯
塔
が
鉄

骨
に
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
写
真
―
９

か
ら
外
壁
が
横
羽
目
に

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
―
１０
の
入
口
扉
部

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
写

真
―
１１
に
よ
り
内
部
の

鉄
骨
造
り
の
状
況
が
良

く
分
か
り
ま
す
。

写真― 8

写真― 9

写真― 7

写真―１１ 写真―１0
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４
　
お
わ
り
に

　

今
回
、海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
「
船
の
科
学
館
」

か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
の
お
か
げ
で
、
旧
安
乗
埼

灯
台
に
係
る
歴
史
の
深
堀
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
職
は
、
廃
止
等
さ
れ
た
灯
台
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
て

再
現
す
る
機
会
が
４
回
あ
り
、
毎
回
不
思
議
に
思
う
こ
と
で
す

が
、
貴
重
な
資
料
や
写
真
が
自
然
と
舞
い
込
ん
で
く
る
よ
う
な

気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
灯
台
に
関
す
る
ア
ン
テ
ナ

は
一
般
の
人
よ
り
高
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
小
職
に
発
見
さ
れ

る
よ
う
何
か
待
っ
て
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
縁
を

感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
の
渡
辺
企
画
調
整
官
が
「
同
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
開
設
５０
周
年
で
す
が
、
旧
安
乗
埼
灯
台
が
「
船
の
科

学
館
」
に
移
転
さ
れ
て
か
ら
も
今
年
で
ち
ょ
う
ど
５０
年
で
す
か

ら
、
何
か
縁
が
あ
り
ま
す
ね
。」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
際
に
は

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
件
は
、
同
企
画
調
整

官
と
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
な
け
れ
ば
成
し
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ

り
、
歴
史
的
史
料
を
提
供
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
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百
貫
島
灯
台
で
の
仕
事

　

百
貫
島
灯
台
は
、
愛
媛
県
最
北
端
の
孤
島
「
百
貫
島
」
の
頂

上
に
立
つ
石
造
の
灯
台
で
す
（
写
真
1
）。
点
灯
開
始
は
明
治

２７
（
１
９
９
４
）
年
５
月
1５
日
、
三
原
瀬
戸
の
他
の
明
治
期
灯

台
と
同
じ
で
す
。
明
治
２７
年
の
逓
信
省
告
示
第
百
五
号
の
点
灯

の
告
示
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

百
貫
島
燈
臺

一　

該
燈
臺
ノ
位
置
ハ　

愛
媛
県
伊い

豫よ

國
越
智
郡
百
貫
島
ノ
山

上
ニ
シ
テ　

北
緯
三
十
四
度
十
七
分
五
十
八
秒　

東
経
百
三

十
三
度
五
十
六
分
十
七
秒
に
當あ

た

ル

一　

該
燈
臺
ハ　

石
造
圓
形
ニ
シ
テ
白
色
ニ
塗
リ　

第
五
等
回

転
白
色
ノ
燈
明
ヲ
設
ク　

其
高
サ
基
礎
ヨ
リ
燈
火
マ
デ
二
丈

五
尺
（
約
７
・
６
メ
ー
ト
ル
）
ナ
リ

一　

該
燈
火
ハ　

二
十
秒
時
毎
ニ
一
閃
光
ヲ
発
シ　

全
度
ヲ
照
ス

一　

該
燈
火
ハ　

水
面
ヨ
リ
高
サ
ニ
十
四
丈（
約
７３
メ
ー
ト
ル
）

ニ
シ
テ　

其
光
達
距
離
ハ
晴
天
ノ
夜
十
六
海
里
（
約
３０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
ト
ス

　

点
灯
開
始
当
時
、
百
貫
島
に
は
２
名
の
灯
台
職
員
が
家
族
と

と
も
に
生
活
し
、
仕
事
は
夜
間
当
直
の
ほ
か
、
4
時
間
毎
の
気

象
観
測
と
付
属
の
短
艇
に
よ
り
大
浜
埼
灯
台
と
長

ち
ょ
う

太だ

夫ゆ
う

灯
標
を

巡
回
保
守
し
て
い
た
こ
と
が
、
尾
道
海
上
保
安
部
に
保
管
の
灯

台
経
歴
簿
と
当
時
の
気
象
月
報
等
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

　

点
灯
開
始
4
年
後
の
明
治
３1
年
の
百
貫
島
灯
台
の
様
子
が
、

当
時
勤
務
し
た
萩
原
賢
造
氏
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
相
模
太
郎
）
に
よ

り
、燈
光
昭
和
11
年
８
月
号
の
回
想
記
事
「
回
顧
片
々
六
十
年
」

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

百ひ
ゃ
っ
か
ん貫

島し
ま

灯
台灯 

台 

研 

究 

生

写真－ 1 　百貫島灯台
（昭和37年 3 月　 
 第六管区海上保安本部保管写真）
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位
の
片
側
町
で
、
重
な
る
も
の
は
売
春
婦
屋
で
あ
っ
た
。
沢
山

の
女
共
を
小
船
に
積
ん
で
碇
泊
船
に
卸
売
し
て
行
く
状
況
は
、

世
間
見
ず
の
僕
に
は
珍
し
か
っ
た
。

　

当
時
の
大
浜
埼
灯
台
と
長
太
夫
灯
標
は
、
揮
発
油
昼
夜
灯
器

を
使
用
し
て
お
り
、
給
油
と
燈
心
の
清
掃
の
た
め
３
～
4
日
毎

の
頻
繁
な
保
守
点
検
が
必
要
で
し
た
。
こ
の
点
検
の
た
め
百
貫

島
灯
台
に
は
短
艇
が
配
備
さ
れ
、
こ
の
短
艇
の
水
夫
と
し
て
、

出
島
力
松
（
明
治
２７
年
５
月
1５
日
雇
）
と
小
林
倉
作
（
同
年
６

月
３
日
雇
）
の
２
名
も
、
百
貫
島
に
灯
台
職
員
と
共
に
住
ん
で

い
た
こ
と
が
同
経
歴
簿
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。萩
原
賢
造
氏
は
、

両
氏
と
の
保
守
点
検
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
燈
光
昭
和
11
年
11
月

号
の
「
回
顧
片
々
六
十
年
（
承
前
）」
に
次
の
と
お
り
記
し
て

い
ま
す
。

　

百
貫
島
で
は
、
立
標
出
張
と
飲
料
水
運
搬
の
為
、
倉
作
、
力

松
の
二
人
の
水
夫
が
居
た
。
倉
作
の
方
は
六
十
近
い
爺
で
昔
親

船
の
船
夫
で
、
津
々
浦
々
で
草
相
撲
を
取
っ
た
と
か
五
尺
六
七

寸
骨
太
の
大
男
、
一
癖
あ
る
爺
で
、
前
首
員
堀
氏
（
初
代
首
員　

堀
初
之
助
）
が
、
本
所
か
ら
老
年
で
は
不
可
で
あ
る
と
云い

ふ
の

を
特
に
採
用
し
た
の
で
あ
る
か
ら
其そ

の

働
き
振
り
を
見
せ
て
や
れ

と
言
は
れ
、
視
察
船
か
ら
荷
上
の
時
セ
メ
ン
ト
の
大
樽
を
背
負

に
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
燈と

う

臺だ
い

守
生
活
百
貫
島
灯
台
は
、
瀬
戸
内
海
で
は
あ

る
が
頂
上
に
漸
く
二
人
詰
官
舎
、
小
使
（
水
夫
）
室
と
を
置
く

に
足
る
小
さ
な
島
で
、
何
れ
へ
向
か
っ
て
も
人
家
の
有
る
處

と
こ
ろ

へ

は
海
上
三
哩

マ
イ
ル

以
上
で
あ
る
。
生
れ
故
郷
よ
り
十
里
以
上
出
た

事
の
な
い
僕
が
遠
い
他
國
の
孤
島
に
独
身
生
活
は
淋
し
く
な
い

こ
と
は
な
か
っ
た
。
四
日
目
毎
に
交
代
で
立
標
整
理
に
出
張
し

て
糸
崎
に
寄
港
す
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
其
頃

の
糸
崎
は
松
濱
と
呼
び
帆
船
の
潮
待
ち
港
で
、
僅

き
ん
き
ん（
わ
ず
か
）

々
三
百

図－ 1 　百貫島灯台周辺図
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早
速
臍へ

そ

を
曲
げ
た
。
態
と
鼻
唄
ま
じ
り
で
ワ
キ
艫ろ

を
操
り
な
が

ら
船
を
目
的
地
に
向
け
さ
せ
な
い
、
力
松
が
あ
ら
ん
限
り
力
漕

し
て
も
如
何
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
逆
風
を
縫マ

航ギ

り
損

ね
た
帆
船
の
や
う
に
一
左
一
右
船
は
少
し
も
前
へ
出
な
い
、
力

松
は
遂
に
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
降
参
し
た
。
此こ

の

意
気
地
な
し
め

何ど

處こ

へ
マ
マ
を
喰
っ
た
か
、
と
捨
て
臺

（
台
）

詞
で
ト
モ
艫
を
取
返
し

意
気
揚
々
た
る
處
、
彼
も
又
左
程
悪
い
人
間
で
も
な
い
ら
し
か

っ
た
。

　

鍋
島
灯
台
の
拙
稿
�
で
紹
介
し
た
波
節
岩
灯
標
の
看
守
人

「
長
尾
二
郎
」
氏
と
同
様
、
門
前
の
小
僧
習
わ
ぬ
経
を
読
む
が

如
く
、
灯
器
の
取
扱
い
は
新
米
の
職
員
よ
り
常
駐
し
て
い
た
水

夫
が
卓
越
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

百
貫
島
灯
台
は
当
時
、
５
等
級
６
面
レ
ン
ズ
を
回
転
さ
せ
、

２０
秒
1
閃
光
の
灯
台
で
し
た
。
回
転
の
動
力
は
分
銅
の
揚
げ
降

ろ
し
に
よ
る
も
の
で
、
灯
塔
内
の
分
銅
筒
の
高
さ
が
６
メ
ー
ト

ル
弱
し
か
な
い
た
め
、
1
時
間
4５
分
毎
に
約
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
（
鉄
棹
を
含
む
）
の
分
銅
を
巻
き
上
げ
て
い
た
記
録
が
灯
台

経
歴
簿
に
見
ら
れ
ま
す
。
大
正
11
年
に
は
回
転
機
械
分
銅
装
置

の
改
修
に
よ
り
、
時
間
は
約
２
倍
の
３
時
間
２０
分
に
延
長
さ
れ

ま
す
が
、
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
銅
を
夜
間
繰
り
返
し
巻
上

げ
る
作
業
は
や
は
り
重
労
働
で
し
た
。
ま
た
、
巻
上
げ
中
は
回

っ
て
皆
を
驚
か
し
た
と
は
彼
の
自
慢
話
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
僕

が
始
め
て
出
張
し
た
時
、
長
太
夫
に
上
っ
て
火
口
を
取
替
へ
點て

ん

燈と
う

す
る
と
傍
に
居
た
倉
作
爺
、
旦
那
そ
げ
ん
こ
と
を
し
た
の
で

は
駄
目
だ
、此
の
前
も
×
×
さ
ん
が
俺
の
云い

ふ
こ
と
を
聞
か
ず
、

そ
げ
ん
こ
と
を
し
て
発
煙
さ
せ
真
黒
に
し
て
し
ま
っ
た
、
俺
が

や
る
と
云い

ふ
の
で
、
そ
れ
な
ら
爺
や
一
つ
頼
む
と
言
へ
ば
彼
得

意
に
な
っ
て
や
り
直
し
た
。
八
ツ
手
の
葉
の
や
う
な
大
き
な
手

で
仲
々
器
用
だ
、
石
綿
燈
心
の
取
付
も
う
ま
い
、
曰い

わ

く
「
立
標

の
方
は
、
爺
お
前
が
や
れ
と
言
へ
ば
俺
が
や
る
、
旦
那
は
後
で

よ
く
検
査
を
す
る
だ
け
で
手
を
汚
さ
な
く
っ
て
も
よ
い
」
彼
は

上
手
に
使
へ
ば
、
結
構
役
に
立
つ
が
時
折
飲
ま
せ
ぬ
と
ね
じ
く

れ
る
。
力
松
は
ズ
ッ

ト
年
下
の
四
十
男
だ

が
、
名
は
體

（
体
）
を
な
さ

ず
力
も
弱
い
、
終
始

倉
作
の
頣し

ん

使
に
甘
ん

じ
て
居
る
お
人
好
し

で
あ
っ
た
。
或
時
、

力
松
が
一ち

ょ
っ
と寸
ト
モ
艫ろ

を
取
っ
た
處

と
こ
ろ
、
平
素

ト
モ
艫ろ

を
握
っ
て
船

頭
然
た
る
倉
作
爺
、

写真－ 2 　長太夫灯標の点検風景
（燈光大正 ６ 年12月号掲載写真）
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の
時
、
堅た

て

軸じ
く

取
付
の
「
ク
ラ
ッ
チ
」
を
外
し
て
、
折
射
玻
璃
は

な
る
べ
く
規
定
に
近
い
回
転
を
指
先
で
与
へ
て
置
い
て
、
捲
揚

を
行
ふ
事
に
し
て
貰も

ら

っ
た
ら
宜
し
い
。
記
者
も
多
分
以
上
の
事

は
行
っ
て
居
ら
る
ゝ
と
思
ふ
が
、
此
機
械
で
は
以
上
の
手
数
は

や
む
を
得
な
い
。

　

併し
か

し
近
頃
出
来
た
五
等
回
転
機
械
（
四
等
以
上
は
勿
論
）
は
、

特
種
な
歯
車
装
置
（
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
シ
ャ
ル
・
ギ
ア
ー
）
が
あ

っ
て
、
分
銅
捲
揚
も
其そ

の

儘ま
ま

行
っ
て
折
射
玻
璃
も
依
然
と
し
て
略ほ

ぼ

規
定
の
回
転
を
持
続
す
る
装
置
に
な
っ
て
居
る
か
ら
、
記
者
を

し
て
所い

わ

謂ゆ
る

「
不
完
全
な
る
寧
ろ
唖
然
た
る
」
と
嘆
息
せ
し
め
し

機
械
も
漸ぜ

ん

次じ

少
な
く
な
る
譯わ

け

で
あ
る
。

　

溝
口
氏
の
陳
情
も
む
な
し
く
、
経
歴
簿
を
見
る
限
り
、
百
貫

島
灯
台
の
回
転
機
械
は
、
記
事
が
書
か
れ
た
大
正
1５
年
以
降
、

転
（
灯
火
）
が
停
止
す
る
た
め
、
こ
れ
を
懸
念
し
て
百
貫
島
職

員
「
溝
口
諒
司
」
氏
が
、
燈
光
大
正
1５
年
4
月
号
に
「
不
完
全

な
る
回
転
機
械
に
就
い
て
」
と
題
し
た
陳
情
記
事
を
次
の
と
お

り
記
し
て
い
ま
す
。

　

本
臺

（
台
）

の
回
転
機
械
は
と
見
る
に
極
め
て
不
便
に
し
て
、
改
良

の
急
務
な
る
を
認
む
る
。
即
ち
分
銅
捲
上
げ
中
に
殆
ど
回
転
停

止
し
不
動
灯
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
分
銅
の
重
量
二
四
二

ポ
ン
ド
大お

よ
そ約

三
十
貫
な
れ
ば
、
如
何
に
馬
力
を
掛
け
て
も
其
捲

上
げ
に
は
五
十
秒
乃な

い

至し

一
分
時
間
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
然
し

て
是
を
一
気
に
捲
上
げ
る
に
は
、
か
な
り
の
努
力
を
要
す
る
事

勿
論
で
あ
る
。
又
回
転
接
続
時
間
は
と
言
へ
ば
僅わ

ず

か
に
三
時
間

さ
れ
ば
短
夜
な
れ
ば
三
回
乃な

い

至し

四
回
、
長
夜
な
れ
ば
五
回
乃な

い

至し

六
回
は
如
何
に
し
て
も
閃
光
燈
忽た

ち
まち
変
じ
て
不
動
燈
と
な
る
の

で
あ
る
。
自
分
等ら

の
伝
習
中
は
不
幸
に
も
回
転
機
械
に
就
い
て

は
一
指
だ
も
染
め
ざ
れ
ば
、
如
何
に
す
れ
ば
分
銅
捲
中
の
回
転

停
止
を
防ぼ

う

禦ぎ
ょ

し
得
る
か
と
い
ふ
事
に
就
い
て
は
少
し
も
知
識
が

な
い
の
で
あ
る
。然
し
て
吾
等
は
毎
夜
こ
う
し
た
事
を
見
て
は
、

人
知
れ
ず
心
を
傷い

た

め
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
（
企
画
係
意
見
）

　

以
前
出
来
て
五
等
以
下
の
回
転
機
械
に
は
本
記
事
の
如
き
装

置
は
や
む
を
得
な
い
次
第
で
あ
る
が
、
此
場
合
に
は
分
銅
捲
揚

写真－ 3 　百貫島灯台と同等の
5 等 ６ 面レンズと回転機械

（令和 3 年 7 月　御幸灯台）



—  1８  —

丸
（
視
察
船
）
が
見
へ
た
と
言
は
れ
、越
中
一
本
で
飛
び
出
し
、

（
信
号
）
旗
を
揚
げ
た
の
を
船
上
か
ら
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

筆
者
に
は
教
官
で
あ
る
星
野
元
貞
技
手
、
ボ
ー
ト
か
ら
上
る
が

早
く
─
船
に
敬
礼
す
る
の
に
素
っ
裸
で
出
る
と
は
何
事
だ
ッ
─

と
例
の
大
雷
様
式
で
ド
ナ
リ
つ
け
、
君
か
ッ
と
睨に

ら

ま
れ
た
が
、

少
し
声
を
落
と
し
て
─
ウ
ム
君
に
し
て
は
色
が
白
か
っ
た
石
田

君
だ
ろ
ふ
─
と
言
は
れ
ホ
ッ
と
し
た
。
色
が
白
く
な
か
っ
た
為

に
冤
罪
を
免
れ
た
の
は
筆
者
ば
か
り
だ
ら
ふ
。
石
田
首
員
は
之

も
左
程
色
の
白
く
な
い
二
人
の
水
夫
に
罪
を
被か

ぶ

せ
て
ゴ
マ
か
し

て
し
ま
っ
た
。
後
に
て
水
夫
曰
く
「
首
員
さ
ん
ズ
ル
イ
ヤ
。」

百
貫
島
灯
台
の
生
活
の
楽
し
み

　

燈
光
大
正
６
年
７
月
号
の
「
百
貫
島
よ
り
」
と
題
し
た
記
事

に
、
当
時
の
百
貫
島
の
生
活
の
全
容
が
見
ら
れ
ま
す
。
記
事
の

作
者
は
百
貫
島
３
年
目
の
「
松
田
利
佐
吉
」
氏
で
、
首
員
は
同

年
２
月
に
転
入
し
た
「
半
田
喜
一
」
氏
で
し
た
。
以
下
、
同
記

事
の
全
文
で
す
。

　

新
緑
目
に
楽
し
く
、
清
風
肌
に
佳か

な
る
の
好
時
候
と
な
り
ま

し
た
。
諸
兄
愈

い
よ
い
よ

御
健
勝
邦ほ

う

家か

の
た
め
慶
賀
し
奉
り
ま
す
。
降

っ
て
本
臺
も
半
田
兄
御
入
来
後
は
、
大
へ
ん
面
目
一
新
し
、
大

に
陽
気
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
時
折
、
一
同
一
間け

ん

に
会
合
し

撤
去
さ
れ
る
昭
和
２７
年
ま
で
、
一
度
も
改
良
改
修
さ
れ
た
記
録

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

萩
原
賢
造
氏
は
、
百
貫
島
灯
台
の
回
転
機
械
に
ま
つ
わ
る
笑

い
話
も
、
燈
光
昭
和
1３
年
７
月
号
の
「
被
視
察
記
」
に
次
の
と

お
り
記
し
て
い
ま
す
。

　

視
察
ニ
三
日
前
、
回
転
機
械
を
分
解
し
て
、
石
田
善
之
輔
首

員
は
磨み

が

き
た
て
の
機
械
が
汚
れ
ぬ
よ
う
視
察
の
済
む
ま
で
油
を

差
し
て
は
な
ら
ぬ
と
言
ふ
。
無
理
だ
と
は
思
っ
た
が
筆
者
も
本

所
を
出
た
ば
か
り
、
首
員
の
言
ふ
通
り
分
銅
を
増
し
て
回
転
し

た
處

と
こ
ろ
が
、
特
に
機
械
に
委く

わ

し
い
増
田
錠
三
郎
技
手
、
機
械
に
油

気
が
少
し
も
無
い
、
軸
端
や
軸
座
が
真
黒
に
焼
け
て
居
る
で
は

な
い
か
と
叱
ら
れ
た
が
、
マ
サ
カ
汚
れ
る
か
ら
油
を
差
さ
な
か

っ
た
と
も
答
へ
ら
れ
ず
、モ
ジ
モ
ジ
し
て
居
る
と
石
田
首
員
が
、

今
朝
よ
く
掃
除
し
た
ば
か
り
で
、
と
ゴ
マ
か
そ
う
と
し
て
却か

え

っ

て
ド
エ
ラ
イ
大
目
玉
を
頂
い
た
。
随
分
無
鉄
砲
な
事
を
し
た
も

の
だ
。

　

最
後
に
、
経
歴
簿
の
視
察
記
録
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
、
前

記
の
「
被
視
察
記
」
に
あ
る
百
貫
島
灯
台
視
察
の
珍
騒
動
で
す
。

　

時
は
八
月
の
残
暑
、
昼
寝
を
し
て
居
た
石
田
首
員
、
新
発
田
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海
上
約
七
浬
で
す
。

　

郵
便
配
達
は
毎
日
午
後
（
二
時
頃
）
に
一
回
の
規
定
で
す
が

碌ろ
く

々ろ
く

参
り
ま
せ
ん
。
平
均
一
ヶ
月
七
回
位
で
す
。

　

本
臺
と
弓
削
島
間
に
は
不
思
議
に
風
波
の
起
る
所
で
、
夫そ

れ

が
為
め
郵
便
船
も
来
な
い
の
で
す
。
傭
船
が
あ
り
ま
し
て
も
夫そ

れ
が
為
め
急
用
の
間
に
合
わ
ぬ
事
が
多
い
。

　

家
族
携
帯
で
本
臺
へ
来
る
方
は
、
産
婆
學
や
医
學
の
大
略
は

研
究
し
て
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

長
太
夫
立
標
整
理
は
、
十
日
目
毎
に
下さ

げ

潮し
お

に
出
発
し
て
上あ

げ

潮し
お

に
帰
臺
し
ま
す
。
夫
れ
で
假た

と
え令

好
天
気
で
も
潮
順
の
わ
る
い
時

と
、
又
好
潮
順
で
も
天
候
の
険
悪
の
時
と
は
出
向
く
事
が
出
来

ま
せ
ん
。
出
張
日
の
多
半
は
夜
間
第
一
當
直
を
終
っ
て
か
ら
出

発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
當
直
の
都
合
で
出
向
か
れ
な
い

場
合
も
ま
ま
あ
り
ま
す
。
回
転
燈
で
管
理
標
識
を
扣ひ

か

へ
て
二
人

詰
で
は
決
し
て
安
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

気
象
月
報
は
、毎
月
官
船
局
と
中
央
気
象
臺
と
へ
送
り
ま
す
。

　

飲
料
水
は
、
弓
削
村
よ
り
取
り
ま
す
。
雑
用
及
浴
用
は
天
水

と
溜
池
の
水
で
す
。

　

日
用
品
及
食
品
は
、
毎
月
一
回
傭
船
を
尾
道
市
へ
差
遣
わ
し

て
購
求
し
ま
す
。序
便
で
弓
削
村
及
び
大
濱
に
も
購
求
し
ま
す
。

物
価
は
尾
道
市
は
安
い
方
で
せ
う
。

　

菜
園
は
水
不
足
の
た
め
、
又
風
當あ

た

り
烈
し
い
の
で
碌
々
収
穫

て
櫻
正
宗
に
舌
鼓
を
打
ち
、
美び

妓ぎ

の
美
声
（
半
田
兄
の
チ
ク
オ

ン
キ
）
を
聞
き
つ
ゝ
、極
め
て
面
白
く
愉
快
に
や
っ
て
居
ま
す
。

是
か
ら
暇
あ
る
毎
に
大
公
望
を
キ
メ
込
み
、
又
は
蛸
入
道
先
生

を
征
伐
に
も
出
か
け
ま
す
。
冬
季
の
木
枯
ら
し
に
酷
く
い
ぢ
め

ら
れ
た
埋
め
合
せ
に
タ
ン
ト
命
の
洗
濯
を
し
て
置
き
ま
す
。

　

さ
て
従
来
、
本
臺
へ
の
順
路
は
弓
削
村
へ
上
陸
し
同
所
よ
り

雇
船
で
参
る
様
に
な
っ
て
居
ま
す
が
、
是
は
大
へ
ん
不
利
益
で

す
。
本
臺
へ
は
尾
道
よ
り
と
今
治
と
何
れ
を
問
わ
ず
、
必
ず
因

の
島
三
の
庄
港
（
図
1
参
照
）
へ
上
陸
し
て
同
所
よ
り
雇
船
に

て
参
る
の
が
一
番
得
策
で
す
。
三
の
庄
に
は
渡
海
船
も
多
数
あ

り
て
至
極
便
利
で
す
。

且
つ
時
間
も
弓
削
よ
り

は
反か

え

っ
て
早
く
参
ら
れ

ま
す
。
渡
海
運
賃
は
荷

物
の
多
少
に
よ
り
又
天

候
に
も
よ
り
ま
す
が
、

先
ず
六
拾
銭
以
上
一
圓え

ん

位
で
す
。

　

本
臺
よ
り
弓
削
村
ま

で
は
海
上
約
弐に

浬
か
い
り

餘よ

で
、
用
便
方
ま
で
四
浬

餘
、
弓
削
郵
便
局
ま
で

写真－ 4 　弓削島からの百貫島全貌
（令和 3 年11月撮影）
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明
治
4３
年
に
大
浜
埼
潮
流
信
号
所
が
出
来
て
か
ら
、
百
貫
島

灯
台
の
巡
回
標
識
は
、
長
太
夫
灯
標
だ
け
に
な
り
ま
す
が
、
職

員
２
名
で
潮
流
に
左
右
さ
れ
る
1０
日
毎
の
海
上
標
識
の
点
検

は
、
や
は
り
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

当
時
蓄
音
機
は
、
明
治
の
終
り
に
国
産
第
一
号
機
が
出
た
ば

か
り
で
、
蓄
音
機
も
レ
コ
ー
ド
も
高
価
な
も
の
で
し
た
。
蓄
音

機
は
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
ゼ
ン
マ
イ
で
レ
コ
ー
ド
盤
を
回
転
さ

せ
て
音
を
出
す
タ
イ
プ
で
、
電
気
式
で
な
い
た
め
音
量
の
調
整

は
で
き
ま
せ
ん
。
孤
島
の
灯
台
で
周
囲
も
気
に
せ
ず
蓄
音
機
の

音ね

色い
ろ

に
、
職
員
も
家
族
も
酔
い
し
れ
て
い
た
、
孤
島
の
灯
台
生

活
の
秘
か
な
楽
し
み
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
経
歴
簿
に
あ
る
衛
生

簿
（
薬
使
用
簿
）
を
見
る
と
、
松
田
氏
は
当
時
３５
歳
、
２０
歳
の

妻
と
の
間
に
は
３
歳
の
長
男
を
筆
頭
に
4
人
の
子
沢
山
で
、
百

貫
島
は
大
い
に
賑
や
か
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

拙
稿
２７
話
の
紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
で
紹
介
し
た
内
田
十
二
氏

も
昭
和
1２
年
３
月
か
ら
の
約
３
年
間
、
百
貫
島
灯
台
に
勤
務
し

て
い
ま
す
。
内
田
氏
は
戦
後
、
紀
伊
日
ノ
御
埼
で
妻
と
長
女
と

三
女
を
赤
痢
で
一
度
に
亡
く
さ
れ
、
そ
の
時
の
悲
し
い
俳
句
が

石
碑
に
刻
ま
れ
今
も
同
地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
田
十
二
氏

逝
去
後
の
１
９
８
５
年
に
子
息
の
内
田
宏
様
が
編
集
発
行
さ
れ

た
内
田
十
二
句
集
「
石
蕗
の
道
」
参
考
資
料
に
、
生
前
内
田
氏

が
記
し
た
回
顧
録
「
放
浪
四
十
年
」
が
収
め
ら
れ
、
昭
和
初
期

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

村
と
の
交
際
は
用

便
方
丈だ

け

で
す
。

　

地
方
税
金
は
一
ヶ

年
間
に
一
ヶ
月
の
俸

給
の
半
額
を
要
し
ま

す
。

　

来
観
人
は
、
毎
年

旧
暦
三
月
上
旬
よ
り

四
月
中
旬
頃
ま
で
、

本
臺
船
圍

（
囲
）
庫
前
へ
鯛

網
を
曳
く
の
で
夫そ

れ

を
見
物
旁か

た

々が
た

上
っ
て

来
ま
す
。
其
頃
は
孤
島
の
本
臺
も
中
々
賑
々
し
く
な
り
ま
す
。

解
語
の
花
（
美
女
の
た
と
え
）
の
見
ゆ
る
の
も
其
頃
で
す
。

　

詰
員
の
娯
楽
は
、
お
定
ま
り
の
読
書
三
昧
で
す
。
囲
碁
も
可

な
り
や
っ
て
居
ま
す
。
半
田
兄
は
チ
ク
オ
ン
キ
一
臺
と
レ
コ
ー

ド
数
十
枚
持
っ
て
居
ら
れ
ま
す
。
夫
れ
に
毎
月
必
ず
新
レ
コ
ー

ド
二
枚
以
上
お
買
い
に
な
る
の
で
、
お
か
げ
で
豚
児
（
自
分
の

子
の
謙
遜
語
）等
大
悦
び
で
す
。
時
正
に
梅
雨
季
に
入
り
ま
す
。

折
角
諸
兄
の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。�

大
正
六
年
六
月
三
日
稿

写真－ 5 　百貫島灯台と官舎・付属施設
（昭和33年12月　中国新聞社撮影）
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よ
う
な
形
で
、
そ
の

頂
点
に
燈
台
が
白
く

見
え
、
な
る
ほ
ど
、

わ
が
人
見
爺
や
、
泣

く
筈
だ
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
着
い
て
見

れ
ば
公
園
を
思
わ
す

よ
う
な
幅
の
広
い
掃

除
の
行
届
い
た
道
が

島
の
頂
上
ま
で
あ

り
、
悲
観
す
べ
き
何

物
も
な
く
、
や
っ
ぱ

り
「
瀬
戸
内
な
ら
百
貫
で
も
よ
い
」
の
真
実
な
る
事
を
感
じ
た

の
で
し
た
。
百
貫
島
は
尾
道
と
新
居
浜
を
結
ぶ
線
上
、
燧

ひ
う
ち

灘な
だ

の

北
寄
り
に
あ
る
愛
媛
県
越
智
郡
弓
削
村
に
属
す
る
孤
島
で
す
。

島
は
海
面
よ
り
頂
上
ま
で
七
十
米
、
面
積
は
一
万
一
千
坪
、
民

家
は
な
く
、
全
島
が
国
有
地
で
、
燈
台
と
、
そ
れ
を
守
る
三
世

帯
の
住
む
退
息
所
が
、
そ
の
頂
き
に
あ
る
の
で
し
た
。

　

燈
台
の
初
点
は
明
治
二
十
七
年
、
歴
代
の
在
勤
者
が
孤
島
生

活
に
処
す
る
、
よ
き
基
準
を
作
っ
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
、
す

ぐ
に
此
処
の
生
活
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
貫
島
燈

台
は
現
在（
昭
和
４０
年
当
時
）で
は
、
今
治
海
上
保
安
部
燈
台
課

の
百
貫
島
灯
台
の
生
活
の
様
子
と
俳
人
「
内
田
と
う
じ
」
の
誕

生
秘
話
が
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
な
ら
百
貫
で
も
よ
い

　

こ
れ
も
燈
台
専
用
語
の
一
つ
で
、瀬
戸
内
海
の
燈
台
な
ら
ば
、

そ
の
一
番
不
便
な
百
貫
島
燈
台
で
よ
い
か
ら
在
勤
し
た
い
と
云

う
意
味
で
す
。「
百
貫
島
燈
台
看
守
長
ヲ
命
ス
」
の
辞
令
が
来

た
事
を
安
中
（
郷
里
）
の
父
に
知
ら
せ
た
ら
、
折
返
し
、
長
に

な
っ
た
の
を
祝
福
す
る
返
事
が
来
ま
し
た
。そ
れ
に
励
ま
さ
れ
、

孤
島
と
云
っ
て
も
瀬
戸
内
海
だ
か
ら
と
思
い
、
勇
ん
で
赴
任
の

途
に
つ
い
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
途
中
、
曾
勤
地
の
大
角
鼻
燈
台
の
小
使
に
会
い
た

か
っ
た
の
で
、
大
阪
よ
り
船
に
て
行
く
事
に
し
、
船
が
小
豆
島

の
坂
手
港
に
寄
港
し
た
時
、
人
見
小
使
（
今
は
亡
き
）
は
、
大

角
鼻
燈
台
の
提
灯
を
つ
け
て
、
桟
橋
に
来
て
い
て
く
れ
、
涙
声

で
「
旦
那
様
、
百
貫
へ
お
出
で
に
な
る
の
で
す
か
」
と
云
わ
れ

て
、
こ
れ
は
容
易
で
な
い
ぞ
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

　

大
阪
川
口
を
夕
方
出
た
船
は
、
坂
手
、
高
松
、
多
度
津
に
寄

港
し
て
翌
朝
、
尾
道
へ
着
き
、
土は

生ぶ

行
き
汽
船
に
乗
換
へ
、
因

島
の
三
庄
に
て
下
船
、
そ
こ
で
渡
船
を
傭
い
、
一
時
間
余
り
で

百
貫
島
燈
台
へ
着
任
し
た
の
で
し
た
。

　

土
生
行
き
の
船
の
上
で
見
た
百
貫
島
は
、
三
角
の
握
り
飯
の

写真－ ６ 　布刈瀬戸から見た百貫島
（昭和25年 8 月撮影：燈光会保管　 
 伊藤武夫氏アルバムより）
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る
の
で
す
。
や
が
て
舟
は
浜
へ
着
き
、
郵
便
屋
は
坂
を
上
っ
て

来
る
の
で
す
が
、
郵
便
鞄
の
ほ
か
に
何
を
持
っ
て
い
る
か
が
上

で
見
て
い
る
者
の
、
た
の
し
み
な
の
で
す
。
小
包
は
勿
論
で
す

が
、
日
用
品
の
買
物
も
頼
む
の
で
、
豆
腐
を
持
っ
て
来
た
り
、

茄
子
や
南
瓜
の
苗
を
持
っ
て
来
た
り
す
る
訳
で
す
。

　
　

燈
台
へ　

大
鯛
さ
げ
て　

助
役
か
な

　

こ
れ
は
私
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
（
昭
和
十
六
年
六
月
号
）
初
入
選

の
句

　
　

燈
台
へ　

大
鯛
さ
げ
て　

の
ぼ
り
来
る

の
原
句
で
す
。
こ
の
句
の
取
材
の
事
実
は
、私
の
最
初
の
稚
句
、

白
帆
の
上
に
麦
青
き
横
島
村
の
収
入
役
が
、
風
薫
る
頃
「
今
日

は
よ
い
お
天
気
な
の
で
お
邪
魔
に
来
ま
し
た
」
と
云
っ
て
、
さ

げ
て
来
た
鯛
を
差
し
出
し
た
の
で
し
た
。
収
入
役
を
助
役
に
、

中
鯛
を
大
鯛
に
脚
色
し
た
訳
で
す
。

　
　

燈
台
の　

人
の
み
の
畠　

枇
杷
熟
す

　

こ
の
島
に
は
枇
杷
の
木
が
沢
山
自
生
し
て
い
て
、
実
の
熟
す

る
頃
に
は
、
小
使
が
毎
朝
一
荷
の
枇
杷
を
事
務
室
の
土
間
へ
か

つ
い
で
来
る
の
で
す
。
そ
れ
を
十
時
の
茶
に
、
家
族
諸
共
で
食

べ
な
が
ら
、
四
方
山
の
話
に
花
を
咲
か
す
の
で
し
た
。
そ
の
他

に
、
此
処
に
は
先
輩
の
植
え
残
し
て
く
れ
た
孟
宗
竹
、
無
花
果

等
が
あ
っ
て
孤
島
生
活
に
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

尚
海
の
幸
と
し
て
蛸た

こ

取
り
と
浅あ

さ

蜊り

掘
り
あ
り
、
尾
道
付
近
の
海

の
管
理
に
属
し
無
人
燈
台
に
な
り
ま
し
た
。
即
ち
無
人
燈
台
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
不
便
な
処
と
云
う
事
に
な
り
ま

す
。
そ
の
不
便
な
百
貫
島
燈
台
も
子
等
と
過
去
を
語
る
時
、
い

つ
も
も
う
一
度
、百
貫
島
へ
行
っ
て
見
た
い
の
話
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
島
で
、
は
じ
め
た
の
が
私
の
俳
句
で
す
。

　
　

春
雨
や　

仙
酔
島
は　

今
日
遠
し

　
　

横
島
や　

白
帆
の
上
に　

麦
青
し

　

こ
の
俳
句
が
初
め
て
燈
台
局
の
機
関
誌
「
燈
光
」
に
片
岡
奈

王
先
生
選
に
て
載
っ
た
の
は
、
昭
和
十
三
年
五
月
号
で
し
た
。

で
す
か
ら
私
の
俳
歴
も
い
つ
の
間
に
か
三
十
年
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
。
初
め
た
時
の
俳
号
は
「
と
う
じ
」
で
し
た
。
本
名
の

十
二
を
、
と
う
じ
、
と
読
み
、
百
貫
島
燈
台
国
有
財
産
保
存
主

任
は
百
貫
島
島
司
で
す
か
ら
「
と
う
じ
」
に
し
た
の
で
し
た
。

此こ

処こ

で
、
孤
島
生
活
の
断
面
を
示
す
百
貫
島
時
代
に
作
っ
た
稚

句
の
註
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

牡
丹
咲
き　

郵
便
も
来
て　

今
日
た
の
し

　

百
貫
島
の
郵
便
は
月
十
回
で
、
三
日
目
毎
に
、
弓
削
島
よ
り

郵
便
配
達
請
負
人
が
、
小
舟
に
乗
っ
て
持
っ
て
来
ま
し
た
。
異

郷
の
孤
島
で
郵
便
船
を
待
つ
心
持
を
察
し
て
見
て
下
さ
い
。
郵

便
船
の
来
る
日
に
は
、
朝
か
ら
何
を
し
て
も
お
ち
つ
け
ず
、
弓

削
島
の
端
に
帆
を
あ
げ
た
小
舟
の
見
え
る
の
を
今
か
今
か
と
待

ち
、
舟
が
見
え
れ
ば
仕
事
を
や
め
て
、
舟
の
近
づ
く
の
を
見
守
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百
貫
島
灯
台
の
訪
問

　

百
貫
島
は
現
在
、
尾
道
海
上
保
安
部
が
島
全
体
を
管
理
し
て

お
り
、
許
可
な
く
上
陸
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
今
回
の
灯

台
訪
問
は
、
尾
道
海
上
保
安
部
長
の
上
陸
許
可
を
得
て
、
同
保

安
部
交
通
課
長
の
特
別
の
計
ら
い
で
、
灯
台
の
工
事
検
査
に
同

行
さ
せ
て
い
た
だ
き
訪
問
し
ま
し
た
。
渡
島
に
あ
た
り
、
改
め

て
百
貫
島
の
名
前
の
由
来
を
調
べ
る
と
、
燈
光
大
正
８
年
６
月

号
に
前
記
の
松
田
利
佐
吉
氏
が
、「
百
貫
島
の
地
名
に
就
て
」

と
題
し
た
記
事
を
次
の
と
お
り
記
し
て
い
ま
す
。

　

面
積
拾
参
丁
四
反
餘あ

ま
りの
小
島
、
百
貫
目
や
そ
こ
ら
で
は
あ
る

ま
い
と
斯そ

ふ
思
ふ
て
内
々
探
っ
て
見
れ
ば
、
次
記
の
様
な
理
由

で
あ
る
。

　

往
古
、
長
崎
の
某
帆
船
大
阪
よ
り
一
美
人
を
得
て
、
帰
航
の

途
中
、
今
の
百
貫
島
沖
で
其
美
人
に
死
な
れ
、
其そ

の

船
長
宗
丹
氏

は
、
金き

ん

子す

百
貫
文
を
出
し
此こ

の

島
を
買
ひ
取
り
、
其そ

の

美
人
を
此
島

に
葬
り
て
帰
國
し
た
さ
う
で
あ
る
。
然
る
に
其
れ
よ
り
人
呼
ん

で
宗
丹
島
又
は
百
貫
島
と
称
す
る
様
に
な
っ
た
さ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昭
和
６1
年
9
月
発
行
の
弓
削
町
誌
に
は
、
次
の
逸
話

が
見
ら
れ
ま
す
。

の
名
所
と
し
て
訪
れ
る
参
観
人
物
語
も
あ
る
の
で
す
。

　

百
貫
島
灯
台
生
活
者
が
皆
心
待
ち
に
し
て
い
た
郵
便
配
達
の

話
は
、
こ
の
他
の
百
貫
島
職
員
の
燈
光
記
事
に
も
同
じ
様
に
見

ら
れ
ま
す
。
彼
ら
の
待
ち
わ
び
る
思
い
が
強
か
っ
た
せ
い
か
、

令
和
の
郵
便
番
号
簿
に
は
、
今
も
百
貫
島
宛
て
の
郵
便
番
号 

７
９
４
─
２
５
０
３
が
存
在
し
ま
す
。
配
達
を
担
当
す
る
弓
削

郵
便
局
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
郵
便
番
号
が
現
在
の
７
桁

に
変
更
の
際
、
既
に
百
貫
島
に
は
居
住
者
が
居
な
い
こ
と
は
分

か
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、「
弓
削
百
貫
」
の
名
前
を
残
し
た
か

っ
た
の
か
、
配
達
は
で
き
な
い
が
、
百
貫
島
宛
て
の
郵
便
番
号

が
今
も
確
か
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
同
局
長
か
ら
確
認
し
ま

し
た
。
日
本
の
郵
便
番
号
制
度
は
、
昭
和
4３
（
１
９
６
８
）
年

に
制
定
さ
れ
、
７
桁
化
は
平
成
1０
（
１
９
９
８
）
年
で
す
が
、

百
貫
島
灯
台
が
無
人
化
さ
れ
た
の
は
制
度
化
以
前
の
昭
和
３７

（
１
９
６
２
）
年
の
こ
と
で
す
。

　

孤
島
な
の
に
半
世
紀
以
上
も
郵
便
番
号
が
残
さ
れ
続
け
る
不

思
議
な
島
、
内
田
氏
が
、
も
う
一
度
行
っ
て
見
た
い
と
焦
が
れ

た
百
貫
島
へ
、
愚
性
も
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
が
小
康
状
態
と
な

っ
た
昨
秋
、
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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ち
ょ
う
ど
、船
が
辺
屋
路
小
島
に
さ
し
か
か
っ
た
時
で
し
た
。

む
す
め
は
と
う
と
う
息
を
ひ
き
と
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

父
親
は
、
か
わ
い
い
む
す
め
の
な
き
が
ら
を
大
阪
に
持
っ
て

帰
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
真
夏
の
こ
と
な
の
で
そ
う
も
い
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
す
ぐ
そ
ば
に
う
か
ぶ
辺
屋
路
小
島
に
手
あ

つ
く
ほ
う
む
っ
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
、
近
く
の
弓
削
島
の
久

司
浦
に
船
を
よ
せ
て
、
小
島
の
持
ち
主
に
相
談
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
島
を
銭ぜ

に

百
貫
で
買
う
こ
と
に
話
が
ま
と
ま
っ
た

の
で
、
さ
っ
そ
く
、
こ
の
小
島
に
手
あ
つ
く
む
す
め
を
ほ
う
む

っ
て
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
こ
の
島
を
、
だ
れ
言
う
と
も
な
く
「
百
貫
島
」

と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

百
貫
島
は
、
弓
削
島
が
荘
園
と
し
て
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
を

通
じ
て
領
家
に
支
配
さ
れ
た
時
は
、
辺
屋
路
小
島
の
名
称
で
網

場
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
い
つ
の
時
代
か
ら
か
百
貫
島
と

名
称
が
変
わ
っ
た
。
そ
れ
が
時
期
に
つ
い
て
は
ニ
、
三
の
伝
説

的
な
も
の
以
外
に
確
た
る
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
恐
ら
く
江

戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
二
つ
の
逸
話
の
共
通
点
は
、
大
阪
を
行
き
来
す
る
船
上

で
不
幸
に
も
女
性
が
亡
く
な
り
、
島
の
所
有
者
か
ら
お
金
百
貫

で
島
を
購
入
し
、
女
性
は
百
貫
島
に
葬
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
手

　

話
は
、
大
阪
の
あ
る
大
商
人
が
、
か
わ
い
い
ひ
と
り
む
す
め

を
つ
れ
て
、
大
阪
へ
帰
る
と
ち
ゅ
う
の
こ
と
で
す
。
ど
う
し
た

こ
と
か
、
む
す
め
が
、
と
つ
ぜ
ん
わ
か
の
わ
か
ら
な
い
病
気
に

か
か
り
、
苦
し
み
始
め
た
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
夏
の
こ
と
で
、

日
ざ
し
は
い
や
と
い
う
ほ
ど
強
く
、
む
す
め
の
苦
し
み
は
い
よ

い
よ
ま
す
ば
か
り
で
す
。
な
ん
と
か
し
た
い
一
心
で
、
い
ろ
い

ろ
手
を
つ
く
し
ま
し
た
が
、
い
っ
こ
う
に
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
、
ま
た
一
日
と
む
す
め
は
弱
っ
て
い
く
ば
か
り
で
し
た
。

図－ 2 　辺屋路小島（左）と弓削島の古図
（弓削町誌掲載　下地中分絵図）
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厚
く
葬
り
た
い
の
な
ら
、大
金
を
払
い
孤
島
な
ん
か
に
葬
ら
ず
、

弓
削
島
の
名
の
あ
る
お
寺
に
託
す
の
で
は
な
い
の
か
と
素
朴
な

疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
島
は
百
貫
で
は
売
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
愚
生
が
渡
島
後
に
確
認
し
た
尾
道
海
上
保

安
部
保
管
の
百
貫
島
灯
台
官
有
財
産
原
簿
に
は
、
島
の
購
入
記

録
が
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

明
治
２７
年
５
月
１８
日
記
帳
　
愛
媛
県
伊
予
国
越
智
郡
弓
削
村
大

字
上
弓
削
字
百
貫
丁
一
番
地
、
同
村
　
田
頭
貫
一
郎
外
１５
名
ヨ

リ
買
上
、
壱
〇
〇
二
二
坪
（
全
島
面
積
）、
代
価
二
〇
〇
円
七

〇
銭
三
厘

　

百
貫
島
は
灯
台
建
設
以
前
、
弓
削
島
の
島
民
1５
名
が
所
有
し

て
お
り
、
灯
台
建
設
に
当
た
り
国
が
二
〇
〇
円
で
買
収
し
て
い

ま
し
た
。
島
は
百
貫
島
で
は
な
く
二
百
円
島
で
し
た
。
そ
ん
な

余
計
な
こ
と
も
知
ら
ず
、
秋
晴
れ
の
下
、
三
角
お
む
す
び
に
も

見
え
る
百
貫
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

島
の
船
着
場
か
ら
尾
道
保
安
部
交
通
課
職
員
と
工
事
業
者
と

と
も
に
九つ

十づ

九ら

折お
り

の
坂
を
上
り
、
灯
台
を
目
指
し
ま
し
た
。
道

中
の
枇
杷
の
木
は
ま
だ
健
在
で
、
実
を
付
け
た
柿
の
木
も
確
認

で
き
ま
し
た
。
百
貫
島
灯
台
は
、
昭
和
３７
年
の
無
人
化
後
、
木

造
の
退
息
所
や
倉
庫
は
撤
去
さ
れ
、
現
在
往
時
を
し
の
ば
せ
る

も
の
は
、
石
造
の
灯
台

だ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。
退
息
所
跡
に
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
電
源
舎

が
建
て
ら
れ
、
今
は
発

電
機
も
撤
去
さ
れ
、
太

陽
光
発
電
に
よ
る
地
球

環
境
に
配
慮
し
た
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
灯
台
に
な
っ
て

い
ま
し
た
（
写
真
７
）。

　

百
貫
島
灯
台
は
、
灯

写真－ 7 　百貫島灯台のソーラーパネル
（令和 3 年10月撮影）

写真－ 8 　大下島灯台
（平成31年 4 月撮影）
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た
近
年
製
作
の
も
の
（
写
真
1２
）
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
古
い
写
真
（
写
真
1
・
1３
）
を
見
る
と
、
記
念
額
が
ど
こ

に
も
無
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

明
治
期
の
記
念
額
の
仕
様
や
設
置
基
準
が
書
か
れ
た
資
料

は
、
ま
だ
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
明
治
期
の
記
念
額
を
並
べ

て
み
る
と
、
年
代
ご
と
様
々
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
の
は
、
灯
台
名
が
書
か
れ
て
い

な
い
こ
と
、
そ
れ
と
日
付
が
灯
台
完
成
（
竣
工
）
の
日
で
は
な

く
、「
初
點て

ん

」
ま
た
は
「
點て

ん

燈
」
の
文
字
が
付
さ
れ
た
点
灯
開

始
の
日
で
あ
る
こ
と
で
す
。
記
録
で
は
三
原
瀬
戸
の
灯
台
の
完

成
（
竣
工
）
は
、
記
念
額
の
点
灯
の
日
と
は
異
な
る
同
年
７
月

4
日
で
す
。

　

以
下
は
、
明
治
期
各
年
代
の
記
念
額
の
一
例
で
す
。

塔
が
円
形
か
八
角
形
か
の
見
た
目
の
違
い
等
を
除
き
、
点
灯
時

の
灯
質
、
光
達
距
離
、
灯
台
の
高
さ
、
石
の
ご
つ
ご
つ
感
、
付

属
舎
の
位
置
や
内
部
の
構
造
ま
で
あ
ら
ゆ
る
点
が
、
同
じ
日
に

誕
生
し
た
大
下
島
灯
台
（
写
真
８
）
と
同
じ
で
す
。
三
原
瀬
戸

の
東
の
入
口
と
西
の
入
口
に
位
置
す
る
両
者
は
、
外
観
の
仕
様

等
以
外
瓜
二
つ
の
構
成
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
愚
生
に

は
見
過
ご
せ
な
い
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
大
下
島
灯
台

に
あ
る
古
び
た
記
念
額
（
写
真
1０
）
が
、
百
貫
島
灯
台
に
は
な

い
の
で
す
。
三
原
瀬
戸
の
灯
台
の
中
で
、
同
じ
有
人
灯
台
で
あ

っ
た
大
久
野
島
灯
台
（
写
真
9
）
に
も
、
大
下
島
灯
台
と
同
じ

記
念
額
（
写
真
11
）
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
百
貫
島
灯

台
に
は
、同
じ
記
念
額
の
痕
跡
す
ら
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

百
貫
島
灯
台
に
は
、
付
属
舎
入
口
上
部
に
灯
台
の
名
が
刻
ま
れ

写真－10　大下島灯台の記念額

写真－11　旧大久野島灯台の記念額

写真－12　百貫島灯台の記念額

写真－ 9 　旧大久野島灯台
（平成31年 4 月撮影）
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っ
た
よ
う
で
す
（
写

真
８
・
1３
参
照
）。
同

じ
時
期
に
建
設
し
た

石
造
灯
台
で
海
抜
高

も
灯
高
も
ほ
ぼ
同

じ
、
レ
ン
ズ
・
灯
器

の
構
成
も
完
全
に
同

じ
な
の
に
、
な
ぜ
ハ

リ
ハ
ン
だ
け
が
異
な

る
の
か
全
く
の
謎
で

す
。

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

が
設
置
さ
れ
た
旧
電

源
舎
屋
上
に
上
る
と
、
秋
の
瀬
戸
内
海
の
３
６
０
度
大
パ
ノ
ラ

マ
が
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
を
大
型
客
船
が
、
動
作
確

認
の
た
め
に
点
灯
さ
れ
た
百
貫
島
灯
台
の
灯
火
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
、
三
原
瀬
戸
へ
と
航
行
し

て
い
く
様
は
、ま
さ
し
く
絵
に
描か

い
た
風
景
そ
の
も
の
で
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
滞
在
時
間
、
構
内
を
く
ま
な
く
駆
け
巡
り
、

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
百
貫
島
灯
台
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

明
治
期
の
4５
年
の
間
に
、
様
々
な
記
念
額
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
三
原
瀬
戸
の
灯
台
の
よ
う
に
、
同
時
期
に
同
じ
地

域
で
設
置
さ
れ
た
灯
台
の
中
で
も
取
付
け
の
有
無
が
あ
る
よ
う

に
、
当
時
は
厳
密
な
規
定
や
仕
様
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
唯
一
判
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
記

念
額
は
灯
台
完
成
後
ま
た
は
数
年
後
の
灯
台
視
察
時
な
ど
点
灯

開
始
以
降
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
経
歴
簿
や
国

有
財
産
台
帳
の
記
念
額
に
関
す
る
記
録
、
完
成
当
時
の
写
真
を

見
る
限
り
、
現
在
の
よ
う
な
点
灯
開
始
に
間
に
合
う
よ
う
灯
台

建
設
時
に
は
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

灯
台
に
上
る
と
、
ハ
リ
ハ
ン
も
大
下
島
灯
台
と
違
う
こ
と
に

初
め
て
気
が
付
き
ま
し
た
。
後
日
、
古
い
写
真
を
見
て
も
、
最

初
か
ら
百
貫
島
は
三
角
形
、
大
下
島
は
四
角
形
の
ハ
リ
ハ
ン
だ

写真－13　昭和25年 8 月視察時撮影
の百貫島灯台

（伊藤武夫氏アルバム写真）

写真－14　尾道交通課職員と百貫島灯台
（令和 3 年10月撮影）
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い
て
お
り
、
思
い
切
っ
て
し
ま
な
み
海
道
を
渡
っ
て
、
尾
道
の

千
光
寺
へ
初
詣
に
行
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
志
賀
直
哉
が
見
た

百
貫
島
灯
台
の
灯
火
確
認
も
兼
ね
た
初
詣
で
し
た
。
灯
台
の
点

灯
時
間
に
合
わ
せ
遅
い
時
間
の
到
着
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

束
の
間
の
終
息
の
せ
い
で
、
千
光
寺
へ
向
か
う
細
い
坂
道
は
、

人
が
途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
坂
の
途
中
の
長

屋
の
あ
る
高
さ
で
は
、
百
貫
島
の
灯
火
は
、
や
は
り
見
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
少
し
上
が
っ
た
千
光
寺
の
藤
棚
の
一
段

下
が
っ
た
広
場
で
、
よ
う
や
く
向
島
の
山
の
尾
根
の
間
か
ら
1０

秒
に
1
回
の
閃
光
が
見
え
ま
し
た
。
千
光
寺
の
見
晴
ら
し
ま
で

上
る
と
、
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
お
寺
の
職

員
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
紛
れ
も
な
く
そ
の
光
は
、
暗
夜
行
路
に

書
か
れ
た
灯
台
の
光
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に

志
賀
直
哉
が
見
た
灯
火
は
、
大
正
８
年
に
回
転
機
構
が
水
銀
槽

に
変
更
さ
れ
る
ま
で
の
２０
秒
に
1
回
の
光
で
し
た
。
思
っ
た
以

上
に
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
た
そ
の
灯
火
を
、
な
ん
と
か
カ
メ

ラ
に
収
め
よ
う
と
、
何
枚
も
何
枚
も
失
敗
し
な
が
ら
、
時
間
を

忘
れ
て
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
ま
し
た
（
写
真
1５
）。

　

６
時
に
な
り
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
千
光
寺
の
鐘
の
音ね

が

鳴
り
渡
り
ま
し
た
。
百
貫
島
の
灯
火
と
尾
道
の
夜
景
が
し
っ
か

り
と
心
に
刻
ま
れ
た
感
動
の
瞬
間
で
し
た
。
体
に
し
み
わ
た
る

鐘
の
音
を
感
じ
な
が
ら
、こ
の
音
と
景
色
と
百
貫
島
の
灯
火
が
、

志
賀
直
哉
が
見
た
百
貫
島
の
灯

　

小
説
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
志
賀
直
哉
が
、
大
正
1０
年
か
ら
1５

年
以
上
も
費
や
し
書
き
上
げ
た
彼
の
代
表
作
「
暗
夜
行
路
」
に

は
、
百
貫
島
灯
台
が
登
場
す
る
有
名
な
一
節
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

六
時
に
な
る
と
上
の
千
光
寺
で
刻と

き

の
鐘
を
つ
く
。
ご
ー
ん
と

な
る
と
直
ぐ
ゴ
ー
ン
と
反
響
が
一
つ
、
又
一
つ
、
又
一
つ
、
そ

れ
が
遠
く
か
ら
帰
っ
て
来
る
。
其
頃
か
ら
、
昼
間
は
向
ひ
島
の

山
と
山
と
の
間
に
一
寸
顔
を
見
せ
て
ゐ
る
百
貫
島
の
燈
臺
が
光

り
出
す
。
そ
れ
は
ピ
カ
リ
と
光
っ
て
又
消
え
る
。
造
船
所
の
銅

を
熔
か
し
た
や
う
な
火
が
水
に
映
り
出
す
。

　

志
賀
直
哉
は
、
大
正
元
年
11
月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
約
半

年
間
、
尾
道
の
街
を
見
下
ろ
す
長
屋
に
住
ん
で
お
り
、
そ
こ
で

見
た
情
景
を
暗
夜
行
路
に
記
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
長
屋

は
、
千
光
寺
へ
向
か
う
坂
の
途
中
に
建
っ
て
お
り
、
今
も
記
念

館
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
昨
年
春
に
記
念

館
は
閉
鎖
さ
れ
、
彼
が
見
た
同
じ
景
色
を
眺
め
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
長
屋
か
ら
は
百
貫
島
の
灯
火
は
、
向
島
の
山
に
隠

れ
て
当
時
も
見
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

令
和
4
年
の
お
正
月
は
帰
省
せ
ず
、
愚
生
は
こ
の
拙
稿
を
書
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尾
道
の
原
風
景
と
し
て
永
遠
に
残
さ
れ
る
よ
う
に
と
願
わ
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

（
明
治
の
灯
台
の
話
６８　

百
貫
島
灯
台
）

　

百
貫
島
灯
台
訪
問
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
尾
道

海
上
保
安
部
交
通
課
長
高
原
誠
次
様
、
百
貫
島
灯
台
の
古
資
料

等
貴
重
な
文
献
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
同
保
安
部
次
長
近
藤

竜
一
郎
様
、第
六
管
区
海
上
保
安
本
部
整
備
課
長
麓
茂
樹
様（
元

尾
道
交
通
課
長
）、
そ
し
て
弓
削
島
と
百
貫
神
社
に
関
す
る
多

く
の
情
報
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
弓
削
島
高
濱
八
幡
神
社
宮

司
亀
山
和
磨
様
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
深

謝
い
た
し
ま
す
。

写真－15　千光寺から望む百貫島の灯火
（令和 4 年正月撮影）



—  31  —

　

関
門
海
峡
、
白
洲
灯
台
、
部
埼
灯
台
、
六
連
島
灯
台
と
な
る

と
私
達
、
航
路
標
識
の
保
守
管
理
に
携
わ
っ
た
者
に
と
っ
て
即

座
に
頭
に
浮
か
ぶ
歴
史
は
江
戸
時
代
の
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に

か
け
て
徳
川
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
対
し
開
国
を
求
め
る
欧
米
列

強
と
の
覇
権
争
い
と
も
言
え
る
改
税
約
書
等
（
別
名
、
江
戸
条

約
、
下
関
条
約
、
大
阪
約
定
等
）
が
記
憶
に
浮
か
び
西
洋
技
術

の
導
入
で
建
設
、
設
置
が
進
め
ら
れ
た
六
連
島
灯
台
、
部
埼
灯

台
、
白
洲
灯
台
に
結
び
つ
い
て
い
く
。

　

そ
し
て
、私
自
身
も
海
上
保
安
庁
職
員
と
し
て
39
年
間
勤
め
、

こ
の
関
門
海
峡
で
通
算
10
年
間
、そ
の
う
ち
の
通
算
5
年
間
は
、

昭
和
28
年
に
各
灯
台
の
集
約
管
理
政
策
で
発
足
し
た
関
門
航
路

標
識
事
務
所
で
業
務
に
従
事
し
な
が
ら
関
門
海
峡
の
歴
史
を
考

え
る
時
に
我
が
国
の
歴
史
的
書
籍
で
あ
る
古
事
記
、
日
本
書
紀

等
の
記
載
内
容
に
及
ぶ
こ
と
も
な
く
、
私
達
の
暮
ら
し
ぶ
り
の

和
の
文
化
、
慣
習
の
伝
承
に
関
門
海
峡
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と

に
気
付
き
も
せ
ず
に
潮
流
信
号
の
運
用
、
航
路
標
識
の
保
守
管

理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
振
り
返
る
今
で
あ
る
。
ま
た
、
古
く

は
我
が
国
の
大
陸
と
の
文
化
交
流
、
交
易
と
し
て
遣
隋
使
、
遣

唐
使
等
が
派
遣
さ
れ
、
そ
の
行
程
ル
ー
ト
で
も
同
海
峡
に
お
い

て
は
何
ら
か
の
歴
史
的
な
動
き
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
視
点
に
及
ぶ
こ
と
は
無
く
基
本
的
に
は
明
治

維
新
後
の
関
門
海
峡
の
歴
史
の
西
洋
式
燈
台
の
設
置
点
灯
、
そ

し
て
管
理
運
用
の
域
を
出
て
い
な
か
っ
た
。

　

関
門
海
峡
で
業
務
に
従
事
し
て
い
た
現
職
時
代
は
、
関
門
海

峡
を
通
航
す
る
船
舶
の
物
流
が
日
本
経
済
に
と
っ
て
重
要
で
あ

り
、
国
民
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
20
％
以
上
を
担
っ
て
い
る
と

言
う
統
計
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
業
務
に
従
事
し
て
い
た
事
を

思
い
出
す
。
し
か
し
、
退
職
し
て
15
年
、
当
時
の
資
料
を
見
て

振
り
返
っ
て
み
る
と
江
戸
条
約
以
前
の
関
門
海
峡
の
歴
史
は
奥

が
深
く
、
我
が
国
の
古
代
か
ら
近
代
ま
で
大
陸
文
化
、
西
洋
文

化
の
伝
導
の
海
路
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
文
献
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
我
が
国
の
中
央
集
権
化
が
進
む
中
、

北
国
や
南
国
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
和
の
文
化
や
食
習
慣
等
が
こ
の

海
峡
を
通
っ
て
全
国
に
広
が
り
、
現
在
の
私
達
の
日
常
の
生
活

の
中
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
し
だ
い
で
あ
る
。

　

も
っ
と
深
く
考
え
る
と
、
も
し
関
門
海
峡
が
無
か
っ
た
ら
今

の
私
達
の
生
活
習
慣
、
佇
ま
い
な
ど
も
違
っ
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
ま
さ
に
航
路
標
識
業
務
に
関
わ
っ
た
者
が
退
職
後
に
気

付
い
た
事
柄
で
あ
り
、
歴
史
で
あ
る
。
先
ず
関
門
海
峡
の
名
称

普
通
会
員

普
通
会
員
　
岩
　
尾
　
亮
　
二

　
岩
　
尾
　
亮
　
二

関
門
海
峡
と
の
出
合
⑴

関
門
海
峡
と
の
出
合
⑴

  
白
洲
灯
台
、
部
埼
灯
台
、
六
連
島
灯
台

白
洲
灯
台
、
部
埼
灯
台
、
六
連
島
灯
台
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分
」
と
解
説
し
て
い
る
。
向
こ
う
の
陸
地
は
こ
ち
ら
の
陸
地
と

は
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
、
陸
続
き
で
無
い
こ
と
を
表
す
言
葉

と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
、
海
上
を
航
行
す
る
船
舶
か
ら
の
目

線
で
捉
え
た
名
称
で
は
な
く
、
陸
で
生
活
し
て
い
る
人
々
に
よ

っ
て
「
向
こ
う
と
こ
ち
ら
は
陸
続
き
で
な
い
、
歩
い
て
い
け
な

い
よ
」
と
言
う
意
味
で
表
現
し
た
言
葉
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
海
峡
、
一
般
的
に
は
認
識
が
薄
い
が
、
地
図
で
見
ま
す

と
彦
島
を
挟
ん
で
大
瀬
戸
、
小
瀬
戸
の
2
つ
の
瀬
戸
に
分
か
れ

て
お
り
、
本
州
と
九
州
を
隔
て
、
そ
の
2
つ
の
瀬
戸
が
合
流
し

早
鞆
の
瀬
戸
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
関
門
海
峡
で
あ
り
歴
史

的
に
海
峡
の
名
前
よ
り
瀬
戸
の
名
称
で
呼
び
合
っ
て
い
た
こ
と

が
習
慣
と
し
て
伺
え
る
。
瀬
戸
の
国
語
的
な
解
釈
で
は
「
幅
の

狭
い
海
峡
で
潮
汐
干
満
に
よ
っ
て
生
ず
る
激
し
い
潮
流
の
た
め

に
海
底
は
擂
鉢
状
に
な
る
」
と
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
瀬
戸
は

船
舶
の
航
行
に
は
危
険
が
伴
う
わ
け
で
あ
り
、
安
全
に
航
海
す

る
た
め
に
潮
の
流
れ
の
ゆ
る
み
を
待
っ
て
通
航
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
海
峡
の
周
辺
海
域
に
は
潮
待
ち
を
す
る
船
舶
の

た
め
津
々
浦
々
の
港
町
が
形
成
さ
れ
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

ち
な
み
に
、
関
門
海
峡
の
早
鞆
瀬
戸
の
潮
の
流
れ
は
、
周
防

灘
か
ら
響
灘
側
へ
流
れ
る
西
流
は
比
較
的
に
穏
や
か
で
響
灘
か

は
大
正
時
代
ま
で
地
域
で
の
呼
び
名
や
公
的
資
料
を
含
め
て
下

関
海
峡
と
表
現
し
て
い
る
。
文
献
に
よ
っ
て
は
昭
和
初
期
の
資

料
で
も
下
関
海
峡
と
記
し
関
門
海
峡
の
2
つ
の
名
称
を
同
時
に

使
用
し
て
い
る
時
代
も
あ
る
。
確
か
に
江
戸
、
京
都
か
ら
見
た

場
合
、九
州
を
隔
て
る
海
峡
を
本
州
の
最
南
端
の
地
名
「
下
関
」

を
使
っ
て
呼
ぶ
の
は
理
に
か
な
う
。
加
え
て
、
現
在
は
ほ
と
ん

ど
言
わ
れ
る
こ
と
が
無
い
が
江
戸
時
代
の
中
期
以
降
ぐ
ら
い
で

あ
ろ
う
大
阪
の
難
波
が
商
業
的
に
栄
え
て
い
た
当
時
は
下
関
を

「
西
の
難
波
」
と
呼
ん
で
い
る
ほ
ど
交
易
、
商
業
の
地
域
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
時
代
も
あ
り
海
峡

の
名
称
に
「
下
関
」
と
言
っ
た
の
も
当
然
と
思
わ
れ
当
た
り
前

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

こ
の
下
関
海
峡
が
歴
史
教
科
書
等
や
書
籍
で
大
き
く
登
場
す

る
の
は
平
安
時
代
後
期
の
源
平
合
戦
の
壇
ノ
浦
の
戦
い
と
言
っ

て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
始
ま
り
、
宮
本

武
蔵
と
佐
々
木
小
次
郎
の
巌
流
島
の
決
闘
が
こ
の
海
峡
の
当
時

「
舟
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
島
で
戦
わ
れ
た
こ
と
も
小
説
や
漫

画
等
で
よ
く
紹
介
さ
れ
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
、

当
然
下
関
海
峡
の
名
前
さ
え
も
無
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
「
海
峡
」
と
言
う
言
葉
の
概
念
さ
え
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

国
語
的
に
は
「
海
峡
」
は
「
山
間
の
谷
間
の
海
」
と
言
う
こ
と

を
意
味
し
「
陸
と
陸
と
の
間
に
挟
ま
れ
海
域
の
狭
く
な
っ
た
部
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加
え
て
、
我
が
国
の
文
化

文
明
の
歴
史
の
面
か
ら
遡
っ

て
見
る
と
、
こ
の
海
峡
は
大

陸
文
化
、西
洋
文
化
を
江
戸
、

京
都
に
導
い
た
海
路
と
言
っ

て
も
間
違
い
で
は
な
く
歴
史

書
等
で
も
そ
の
よ
う
な
記
述

が
見
ら
れ
る
。
特
に
江
戸
時

代
の
鎖
国
時
代
は
、
長
崎
出

島
に
も
た
ら
さ
れ
た
世
界
的

に
進
ん
だ
考
え
文
化
は
出
島
か
ら
海
路
を
辿
り
九
州
と
本
州
を

隔
て
て
い
る
関
門
海
峡
を
経
由
し
て
京
都
、
江
戸
へ
も
た
ら
さ

れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
歴
史
は
日
本
史
の
歴
史
教
科
書
等

で
も
学
ん
で
き
た
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
諺
で
江
戸
時
代

幕
末
か
ら
明
治
に
至
る
時
代
の
関
門
海
峡
の
海
上
交
通
の
状
況

を
「
帆
船
の
下
関
、
汽
船
の
門
司
」
と
言
う
言
葉
を
生
み
出
し

て
町
の
発
展
の
様
子
、
歴
史
を
明
治
時
代
に
な
っ
て
表
現
し
て

い
る
。
関
門
海
峡
が
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
歴
史
の
変
遷
を

た
ど
っ
て
き
た
こ
と
を
語
る
言
葉
で
あ
ろ
う
。

　

紹
介
し
た
写
真
は
関
門
航
路
標
識
事
務
所
に
小
さ
な
写
真
で

残
さ
れ
て
い
た
資
料
で
あ
り
、
石
積
み
の
堤
防
上
の
燈
明
台
と

船
舶
の
主
帆
、
汽
船
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
明
治
時
代
の
初

ら
周
防
灘
側
へ
の
東
流

れ
は
極
め
て
激
し
い
。

当
然
、
周
防
灘
の
海
岸

に
潮
待
ち
の
た
め
停
泊

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
船

舶
は
多
く
な
る
わ
け
で

あ
る
。
周
防
灘
側
に
太

刀
浦
、
田
野
浦
、
壇
ノ

浦
の
三
つ
の
浦
の
地
名

が
残
り
響
灘
側
に
1
つ

だ
け
福
浦
の
地
名
が
残

さ
れ
て
い
る
歴
史
が
う

な
ず
け
る
し
物
語
っ
て

い
る
。
周
防
灘
の
方
に

沢
山
の
浦
が
あ
っ
た
の

も
海
峡
の
潮
流
の
状
況

を
語
っ
て
い
る
と
言
え

る
し
壇
ノ
浦
、
福
浦
が

発
展
し
、
下
関
、
門
司

に
繁
栄
を
も
た
ら
し
て

き
た
の
が
海
峡
の
歴
史

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

関門海峡航空写真

燈明台と汽帆船

関門航路標識事務所および関門浮標基地
灯台見回り船（せきうん、せきひかり）

設標船かいおう
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る
。
各
地
域
で
呼
ば
れ
て
い
る
海
峡
等
の
名
称
に
時
代
的
に
変

遷
が
見
ら
れ
る
場
合
は
歴
史
の
変
遷
が
根
底
に
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

江
戸
時
代
に
東
北
地
方
の
豊
か
な
農
産
物
を
江
戸
、
京
都
へ

も
た
ら
し
た
海
上
交
易
の
主
役
で
あ
る
北
前
船
の
功
績
に
つ
い

て
思
い
を
巡
ら
せ
る
中
、
過
去
の
転
勤
を
重
ね
る
中
で
面
白
い

体
験
を
思
い
出
し
た
。
昭
和
四
七
年
に
祖
国
復
帰
と
な
っ
た
沖

縄
の
先
島
「
宮
古
島
」
に
米
国
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
が
運
用
し
て

い
た
ロ
ラ
ン
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
継
ぎ
運
用
す
る
た
め
同

島
へ
赴
き
宮
古
島
ロ
ラ
ン
航
路
標
識
事
務
所
勤
務
と
な
っ
た
。

ロ
ラ
ン
局
宿
舎
の
生
活
で
地
元
の
方
々
と
の
付
き
合
い
で
沖
縄

料
理
を
頂
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
沖
縄
料
理
に
昆
布
の
料
理

が
多
か
っ
た
。
当
然
、
昆
布
は
沖
縄
の
海
で
は
採
れ
な
い
わ
け

で
あ
り
、
日
本
列
島
の
北
国
で
採
れ
た
昆
布
が
沖
縄
に
も
た
ら

さ
れ
、
栄
養
的
に
優
れ
味
も
良
く
な
る
食
材
と
し
て
沖
縄
の

方
々
に
重
宝
さ
れ
日
常
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
沖
縄
料
理

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宮
古
島
ロ
ラ
ン
局

に
は
北
海
道
か
ら
赴
任
し
て
き
た
家
族
も
あ
り
、
そ
の
家
族
の

方
の
情
報
で
は
北
海
道
と
値
段
が
変
わ
ら
な
い
と
の
話
も
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る
。
い
つ
の
時
代
か
ら
沖
縄
の
家
庭
で
歓
迎
さ

れ
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
定
か
で
な
い
が
、
美
味

し
く
て
栄
養
が
あ
り
経
済
的
な
食
べ
物
と
し
て
食
卓
に
上
り
食

期
に
下
関
の
長
府
方
面
の
港
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
判
断
で
き

る
。「
帆
船
の
下
関
」
の
言
葉
に
誘
わ
れ
て
歴
史
を
遡
っ
て
み

る
と
歴
史
教
科
書
で
は
必
ず
出
て
く
る
江
戸
時
代
に
日
本
国
内

の
農
産
物
等
の
交
易
に
従
事
し
た
「
北
前
船
、
樽
廻
船
、
菱
垣

廻
船
」
の
絵
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。
こ
の
歴
史
は
日
本
列
島
を
東

廻
り
、
西
廻
り
す
る
海
運
で
あ
り
、
津
軽
海
峡
、
関
門
海
峡
を

通
り
太
平
洋
沿
岸
、
日
本
海
沿
岸
、
瀬
戸
内
海
を
経
て
江
戸
、

京
阪
に
地
方
の
物
資
を
運
び
、
江
戸
幕
府
の
中
央
集
権
化
の
進

展
と
共
に
中
央
の
雅
文
化
を
地
方
へ
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
歴
史

は
様
々
な
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
物
流
の
流
れ
文

化
や
生
活
習
慣
等
の
事
柄
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
歴
史
を
遡
っ
て

関
門
海
峡
を
経
て
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
燈
光
会
が
灯
台
百
周
年
を
記
念

し
て
昭
和
四
十
四
年
に
発
行
し
た
「
日
本
燈
台
史
」
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。「
海
峡
」
に
つ
い
て
燈
台
史
の
一
面
か
ら
海
峡
の

歴
史
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
要
す
る
に
時
代
時
代
で

関
門
海
峡
は
私
達
の
経
済
活
動
、
生
活
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
そ
の
役
割
が
進
展
し
名
称
も
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

歴
史
は
捉
え
方
で
本
質
の
幅
、
深
み
は
身
近
に
な
る
と
思
っ

て
も
ら
っ
て
こ
の
先
も
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。

日
本
列
島
に
は
沢
山
の
海
峡
、
瀬
戸
が
あ
り
加
え
て
水
道
も
あ
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の
安
全
航
行
を
確
保
す
る
燈
台
を
守
る
仕
事
に
就
い
て
い
た
私

達
に
と
っ
て
、
今
に
な
っ
て
仕
事
冥
利
に
尽
き
る
思
い
で
あ
る

と
同
時
に
日
本
列
島
の
様
々
な
歴
史
に
気
付
く
し
だ
い
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
後
期
、
幕
末
の
欧
米
列
強
と
の
厳
し
い
外
交

の
流
れ
の
中
で
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
六
連
島
灯
台
、部
埼
灯
台
、

白
洲
灯
台
の
は
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
く
、
も
っ
と
、
も
っ

と
語
ら
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
関
門
海
峡

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
以
前
、
下
関
海
峡
時
代
の
3
灯
台

の
歴
史
の
大
切
さ
に
も
気
付
か
さ
れ
る
今
で
も
あ
る
。

　

関
門
航
路
標
識
事
務
所
の
歴
史
は
昭
和
28
年
に
六
連
島
灯

台
、
赤
坂
信
号
所
、
蓋
井
島
灯
台
を
集
約
す
る
形
で
関
門
港
航

路
標
識
事
務
所
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。
現
在
は
門
司
港
、
下

関
港
で
あ
る
が
当
時
は
関
門
港
の
名
称
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

　

そ
し
て
、
関
門
海
峡
を
代
表
す
る
白
洲
灯
台
、
部
埼
灯
台
、

六
連
島
灯
台
の
点
灯
年
次
は
明
治
3
年
か
ら
明
治
5
年
の
間
に

点
灯
し
関
門
航
路
標
識
事
務
所
が
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
に
移
行

す
る
年
に
3
灯
台
共
に
、
平
成
15
年
に
は
点
灯
１
３
０
年
を
満

了
し
迎
え
て
い
る
。
多
少
の
点
灯
年
次
に
違
い
が
あ
っ
て
も
基

本
的
に
点
灯
１
３
０
周
年
を
迎
え
地
元
海
上
保
安
協
会
の
幹
事

で
灯
台
の
歴
史
を
顕
彰
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
「
白
洲
、
部
埼
、

六
連
島
灯
台
１
３
０
周
年
記
念
式
典
」
の
開
催
を
と
言
う
導
き

生
活
の
習
慣
と
し
て
古
く
か
ら
日
本
列
島
に
沿
っ
て
海
峡
、
海

路
を
経
て
琉
球
列
島
の
沖
縄
へ
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
で

き
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
関
門
海
峡
を
通
峡
し
た
北
前

船
で
九
州
へ
運
ば
れ
た
昆
布
が
沖
縄
に
届
い
た
と
考
え
る
の
は

拘
り
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。
私
の
故
郷
、
熊
本
で
も
正
月
料
理
に
昆

布
は
欠
か
せ
な
い
食
材
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
和
食
の
食
材
と

し
て
は
誰
で
も
認
め
る
食
材
で
あ
り
、
平
素
の
三
度
三
度
の
食

事
で
昆
布
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
食
材
と
言
い
て
も
過
言

で
は
な
い
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
熊
本
の
海
で
も
昆
布
は
採

れ
な
い
。
こ
の
体
験
か
ら
考
え
る
と
、
関
門
海
峡
が
日
本
の
伝

統
和
食
の
文
化
の
広
が
り
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
異
論

の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
の
北
前
船
、
樽
廻
船
、

菱
垣
廻
船
の
歴
史
を
紹
介
し
た
資
料
で
は
、
先
に
も
記
述
し
た

が
、
北
国
、
九
州
の
農
産
物
を
京
、
江
戸
に
も
た
ら
し
、
京
、

江
戸
の
雅
文
化
を
地
方
に
も
た
ら
し
た
と
記
述
し
た
文
献
は
良

く
見
か
け
る
。
関
門
海
峡
が
我
が
国
の
和
食
の
広
が
り
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
歴
史
の
流
と
、
現
在
の
私
達
の

食
習
慣
か
ら
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

関
門
海
峡
の
名
称
の
歴
史
を
辿
っ
て
い
る
う
ち
に
気
が
付
い

た
こ
と
で
同
海
峡
が
日
本
の
歴
史
、
文
化
に
加
え
国
民
の
日
常

の
生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
関
門
海
峡
を
と
ら
え
る
と
、
海
峡
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頂
い
た
。
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
た
関
門
航
路
標
識
事
務
所
の

最
後
を
報
告
す
る
に
相
応
し
い
記
念
式
典
と
な
っ
た
。

　

種
々
の
準
備
は
今
流
の
電
子
機
器
を
駆
使
し
て
の
準
備
で
あ

り
記
念
誌
の
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
ー
整
理

な
ど
若
い
職
員
を
中
心
に
意
気
揚
々
と
進
ん
で
い
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
る
。
式
典
終
了
後
、
中
心
に
な
っ
て
記
念
式
典
を
進

め
ら
れ
た
幹
事
さ
ん
は
喜
ば
れ
て
白
洲
灯
台
の
銘
板
を
写
し
取

る
形
で
、
式
典
開
催
を
記
念
す
る
銘
板
が
当
時
の
北
九
州
市
長

の
揮
毫
で
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
式
典
を
開
催
す
る
作
業
を

進
め
た
関
係
機
関
及
び
関
係
者
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
も
、
お

そ
ら
く
3
灯
台
の
歴
史
の
中
で
白
洲
灯
台
、
部
埼
灯
台
の
崇
高

な
偉
業
の
歴
史
が
幹
事
さ
ん
の
背
中
を
押
し
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
御
蔭
で
自
宅
の
客
間

の
棚
に
は
白
洲
灯
台
の
銘
板

が
今
も
鎮
座
し
て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
六
連

島
灯
台
の
燈
明
番
士
で
始
ま

っ
た
関
門
航
路
標
識
事
務
所

は
、
海
峡
の
２
０
０
基
以
上

の
航
路
標
識
を
管
理
運
用
し

海
峡
の
安
全
を
担
い
我
が
国

の
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
て

が
あ
り
平
成
15
年
11
月
に
協
会
主
催
で
「
白
洲
、
部
埼
、
六
連

島
灯
台
１
３
０
周
年
記
念
（
関
門
海
峡
の
灯

と
も
し

火び

永と
こ
し
え久

に
）」
の

命
題
で
記
念
式
典
が
小
倉
中
心
の
ホ
テ
ル
で
海
事
関
係
者
及
び

行
政
機
関
の
２
０
０
名
以
上
の
方
々
の
出
席
の
下
に
挙
行
さ
れ

た
。
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
灯
台
部
の
支
援
の
下
、
関
門
航

路
標
識
事
務
所
と
し
て
も
3
灯
台
の
設
置
点
灯
の
歴
史
、
沿
革

を
ま
と
め
た
記
念
誌
、
及
び
主
要
な
航
路
標
識
の
Ｃ
Ｄ
版
を
作

成
し
た
。

　

式
典
で
は
関
門
海
峡
の
航
路
標
識
の
歴
史
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
紹
介
し
関
門
航
路
標
識
事
務
所
が
次
年
度
に
は
門
司

海
上
保
安
部
航
行
援
助
セ
ン
タ
ー
、
若
松
海
上
保
安
部
航
行
援

助
セ
ン
タ
ー
と
し
て
海
上
保
安
部
の
担
任
水
域
に
所
在
す
る
航

路
標
識
を
管
理
す
る
体
制
で
再
出
発
す
る
こ
と
も
報
告
さ
せ
て

記念誌表紙

灯台記念額

関門海峡主要航路標識ＣＤ
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た
め
の
活
動
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
推
進
し
て
お
ら
れ
る
顕
彰
会

が
あ
り
活
動
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
活
動
の
お
か
げ
で

育
ま
れ
た
新
た
な
会
、「
美
し
い
部
埼
灯
台
を
守
る
会
」
も
誕

生
し
関
門
海
峡
の
新
た
な
文
化
が
育
ま
れ
て
来
て
い
る
。
こ
の

偉
業
、
偉
人
の
歴
史
と
共
に
海
峡
が
育
ん
だ
と
思
わ
れ
る
歴
史

文
化
を
含
め
て
六
連
島
灯
台
、
部
埼
灯
台
、
白
洲
灯
台
こ
の
3

灯
台
の
歴
史
を
逐
次
に
紹
介
し
て
み
た
い
。

 

六
連
島
灯
台
へ
つ
づ
き
ま
す

　　
　

追
記

　

御
気
付
き
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
記
念
誌
、
記
念

Ｃ
Ｄ
版
の
タ
イ
ト
ル
で
白
洲
灯
台
の
「
サ
ン
ズ
イ
」
が
抜
け
て

い
ま
す
。
当
時
、
海
上
保
安
庁
職
員
の
デ
ス
ク
に
オ
ン
ラ
イ
ン

の
パ
ソ
コ
ン
が
配
布
さ
れ
、
鉛
筆
で
文
章
を
書
く
習
慣
か
ら
パ

ソ
コ
ン
に
移
っ
て
い
っ
た
時
代
で
し
た
。
加
え
ま
し
て
記
念
式

典
は
関
門
航
路
標
識
事
務
所
、
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
、
地

元
海
上
保
安
協
会
の
基
で
極
め
て
ス
ピ
ー
デ
ー
に
企
画
作
業
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
間
違
い
に
気
づ
き
修
正
す
る
時
間
も
な
く

記
念
式
典
当
日
を
迎
え
た
記
憶
が
残
り
ま
す
。
お
ゆ
る
し
く
だ

さ
い
ま
せ
。

き
た
灯
台
等
を
管
理
し
て
き
た
事
務
所
で
あ
る
。
そ
の
事
務
所

の
最
終
章
に
相
応
し
い
記
念
式
典
で
あ
っ
た
こ
と
を
海
上
保
安

協
会
並
び
に
当
時
中
心
に
な
っ
て
お
世
話
を
頂
い
た
幹
事
の

方
々
、
並
び
に
事
務
所
で
沢
山
の
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
た
若

い
職
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

約
３
０
０
年
続
い
た
江
戸
、
徳
川
幕
府
は
欧
米
の
産
業
革
命

に
起
因
す
る
地
球
規
模
で
の
交
易
の
基
、
開
国
を
求
め
ら
れ
日

本
列
島
の
主
要
な
港
の
開
港
が
求
め
ら
れ
て
行
く
。

　

そ
の
流
れ
の
中
で
条
約
、
約
定
が
結
ば
れ
主
要
な
灯
台
が
建

設
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

明
治
4
年
に
初
点
灯
し
た
六
連
島
灯
台
は
我
が
国
が
「
西
洋

に
追
い
付
け
追
い
越
せ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
基
に
世
界

に
門
戸
を
開
き
、
文
明
開
化
を
目
指
し
た
当
時
の
歴
史
を
十
分

と
ど
め
て
い
る
灯
台
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
白
洲
灯
台
、
部
埼
灯
台
に
は
帆
船
に
よ
る
国
内
の
海

運
業
が
発
達
し
た
江
戸
地
代
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
海
の
安
全

を
願
い
船
で
働
く
人
々
の
命
を
守
っ
た
尊
い
理
念
の
偉
業
、
偉

人
の
歴
史
が
あ
る
。

　

そ
の
永
い
歴
史
を
経
て
育
ま
れ
た
関
門
海
峡
の
様
々
な
慣
習
、

行
事
は
関
門
地
域
の
方
々
の
文
化
と
し
て
地
域
の
生
活
習
慣
に

根
付
き
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
現
在
も
偉
業
、
偉
人
を
顕
彰
し
関
門
海
峡
の
安
全
の
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群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、

灯
台
だ
け
が
、
ど
こ
か
古
ぼ
け
た
印
象
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

再
塗
装
工
事
の
要
求
を
上
げ
よ
う
に
も
、

現
状
で
は
昼
標
効
果
に
は
全
く
支
障
が
な
い

こ
と
か
ら
、
予
算
が
つ
く
見
込
み
も
期
待
薄

で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
三
陸
海
岸
屈
指
の
観
光
地
で

あ
る
碁
石
岬
に
あ
っ
て
、
地
元
住
民
か
ら
の

親
し
み
も
篤
く
「
恋
す
る
灯
台
」
と
し
て
認

知
さ
れ
る
な
ど
、
昼
夜
問
わ
ず
し
て
市
民
の

心
に
灯
を
も
た
ら
し
続
け
る
碁
石
埼
灯
台
を

何
と
か
蘇
ら
せ
よ
う
と
方
法
を
検
討
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
二
管
本
部
交
通
部
整
備
課
に
塗

装
用
の
ペ
ン
キ
が
余
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

そ
れ
を
譲
っ
て
も
ら
い
職
員
に
よ
る
塗
装
作

業
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

当
部
で
は
、碁
石
海
岸
ま
つ
り
に
関
連
し
、

碁
石
海
岸
周
辺
の
観
光
施
設
関
係
者
に
よ
り

年
数
回
開
催
さ
れ
る
碁
石
海
岸
観
光
施
設
等

連
絡
会
議
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
回
、
直
近
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
情
報
共
有
が
行
わ
れ
る
程
度
の
会
議

お
化
粧
直
し
で
地
域
連
携 

地
元
有
志
と
共
同
で 

碁
石
埼
灯
台
塗
装
を
実
施

　

釜
石
海
上
保
安
部
で
は
、
毎
年
Ｇ
Ｗ
に
開

催
さ
れ
る
大
船
渡
市
の
碁
石
海
岸
観
光
ま
つ

り
に
お
い
て
、
同
海
岸
に
立
地
す
る
碁
石
埼

灯
台
の
一
般
公
開
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
当
庁
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行

う
な
ど
、「
恋
す
る
灯
台
」
で
も
あ
る
同
灯

台
を
通
し
た
地
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
建
設
か
ら
６０
年
余
り
経
過
し
、

外
壁
も
建
設
当
時
の
白
亜
の
美
観
と
は
程
遠

く
、
色
は
く
す
み
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
カ
ビ

や
汚
れ
が
目
立
つ
状
況
で
、
三
陸
海
岸
の
抜

外壁の汚れが著しい…。＜新聞社 4社　ＴＶ ２社の取材＞
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な
の
で
す
が
、
地
域
の
灯
台
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
灯
台
の
塗
装
作
業
は
、
地
元

有
志
と
合
同
で
や
っ
た
方
が
よ
り
素
敵
な
活

動
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
の
も
と
、

会
議
席
上
に
て
当
部
の
灯
台
再
塗
装
計
画
及

び
塗
装
作
業
へ
の
参
加
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
と
こ
ろ
「
ぜ
ひ
一
緒
に
や
ら
せ
て
頂
き
た

い
」
と
快
諾
頂
き
、
地
元
有
志
と
の
共
同
塗

装
が
実
現
し
た
の
で
し
た
。

　

塗
装
当
日
は
当
部
職
員
４
名
の
外
、
碁
石

海
岸
観
光
施
設
連
絡
会
議
会
員
及
び
地
元
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
１５
名
の
計
１9
名
で
塗
装

作
業
に
あ
た
り
、
雨
が
心
配
さ
れ
る
な
か
灯

塔
や
囲
障
な
ど
を
協
力
し
て
塗
り
上
げ
ま
し

た
。

　

作
業
後
、
灯
台
は
汚
れ
一
つ
な
い
真
っ
白

＜外壁塗装作業風景＞＜灯台塗装作業風景＞

＜塗装を終えてご満悦な会員との記念撮影＞

輝きを取り戻した碁石埼灯台

After！Before…
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な
姿
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
建
設
当
時
が
偲
ば

れ
、
地
域
の
灯
台
と
し
て
ま
す
ま
す
輝
き
を

増
し
た
容
姿
と
な
り
ま
し
た
。

　

灯
台
の
化
粧
直
し
に
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
け
た
こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、

よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
る
灯
台
の
利
活
用
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

（
釜
石
海
上
保
安
部
交
通
課
）

灯
台
を
活
用
し
た 

地
域
観
光
振
興
に
係
る
勉
強
会 

～
不
動
ま
ゆ
う
氏
を
招
い
て
～

　

鳥
羽
海
上
保
安
部
は
、
令
和
3
年
１2
月
１3

日（
月
）、志
摩
市
灯
台
活
用
推
進
協
議
会（
以

下
「
協
議
会
」
と
い
う
。）
が
実
施
す
る
「
灯

台
を
活
用
し
た
地
域
観
光
振
興
に
係
る
勉
強

会
」
に
協
議
会
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。

　

協
議
会
委
員
等
１０
名
は
、１2
月
１2
日
（
日
）

に
大
王
埼
灯
台
周
辺
地
区
を
、翌
１3
日
（
月
）

に
安
乗
埼
灯
台
周
辺
地
区
の
街
歩
き
を
行

い
、
灯
台
を
訪
れ
た
方
に
周
辺
地
域
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
近
く
の
海
女
小

屋
見
学
や
寺
院
で
の
住
職
の
説
法
な
ど
、
周

辺
施
設
と
連
携
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
模

索
し
て
お
り
、
コ
ー
ス
選
定
に
役
立
て
る
た

め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
勉
強
会
に
お
い
て
は
、
協
議
会
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
あ
る
不
動
ま
ゆ
う
氏
（
灯
台
ど

う
だ
い
編
集
長
）
を
招
き
、
世
界
の
灯
台
や

日
本
全
国
に
お
け
る
灯
台
を
活
用
し
た
観
光

振
興
の
取
り
組
み
事
例
の
勉
強
や
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
乗
埼
灯
台
の
調
査
に
お
い
て
は
、
交
通

担
当
次
長
が
旧
安
乗
埼
灯
台
の
基
礎
石
や
歴

史
の
説
明
を
行
い
、
普
段
見
ら
れ
な
い
現
安

乗
埼
灯
台
の
灯
台
自
動
制
御
装
置
や
分
銅
筒

内
部
な
ど
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
風
が
強
か
っ
た
も
の
の
視
界
が

良
く
、
灯
台
に
登
っ
た
際
に
は
、
踊
場
か
ら

富
士
山
が
綺
麗
に
見
え
た
こ
と
か
ら
、
委
員

の
方
の
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、燈
光
会
安
乗
埼
支
所
長
に
よ
れ
ば
、

令
和
3
年
１１
月
3
日
に
行
わ
れ
た
安
乗
埼
灯

台
の
特
別
公
開
以
降
、
新
聞
に
て
安
乗
埼
灯

台
に
登
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う

方
の
参
観
者
が
平
日
で
約
４０
名
／
日
、
休
日

に
お
い
て
は
約
１
０
０
名
／
日
（
１2
月
、
１

安乗寺（あんじょうじ）における勉強会の模様
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来
訪
者
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
灯
台
を
活
用

し
た
地
域
お
こ
し
は
、
ま
だ
ま
だ
発
展
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
鳥
羽
海
上
保
安
部
交
通
課
）

月
）
あ
り
、
従
前
の
2
倍
程
度
の
方
が
来
訪

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
特
に
、
特
別

公
開
直
後
は
、
コ
ロ
ナ
関
係
の
制
約
が
な
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
平
日
で
も
約
６０
名
／
日

の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

協
議
会
の
依
頼
を
受
け
実
施
し
た
今
回
の

大
王
埼
灯
台
及
び
安
乗
埼
灯
台
の
ダ
ブ
ル
特

別
公
開
イ
ベ
ン
ト
は
、
約
１
，
０
０
０
名
の

神
島
灯
台
ク
リ
ー
ン
大
作
戦 

～
防
草
属
カ
リ
ト
ル
ン
ジ
ャ
ー
出
動
～

　

鳥
羽
海
上
保
安
部
は
、
令
和
４
年
2
月
8

日
（
火
）、
神
島
灯
台
及
び
神
島
無
線
固
定

局
敷
地
の
環
境
整
備
と
し
て
樹
木
伐
採
及
び

草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

冬
場
に
草
刈
り
？
と
思
わ
れ
た
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
夏
場
に
灯
台
周
辺
の
草
刈
り

も
行
い
ま
す
が
、
鳥
羽
海
上
保
安
部
管
轄
地

遠くに富士山が見えています！

不動まゆう氏
（カメラを向けるとポーズをとってくれました。この
先に富士山が…）

防草属カリトルンジャー見参！
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離
島
の
航
路
標
識
の　

 

監
視
協
力
者
を
訪
問　

 

～
海
上
保
安
業
務
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
～

　

奄
美
海
上
保
安

部
は
、１１
月
29
日
、

3０
日
、
徳
之
島
方

面
の
航
路
標
識
の

巡
回
点
検
な
ど
に

併
せ
て
、
徳
之
島

の
金
見
埼
灯
台
な

ど
５
つ
の
航
路
標

識
の
監
視
協
力
者
な
ど
６
名（
団
体
を
含
む
）

を
訪
問
、
日
頃
の
海
上
保
安
業
務
へ
の
ご
協

力
に
感
謝
し
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
よ
り
身
近
に
海
上

域
は
、
１
１
１
基
の
航
路
標
識
を
管
理
し
て

お
り
、
特
に
草
が
繁
茂
し
た
箇
所
は
、
ハ
チ
、

ヘ
ビ
な
ど
の
強
敵
が
潜
伏
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
危
険
地
帯
に
つ
い
て
は
、
冬
場
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
島
灯
台
周
辺
の
環
境
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
樹
木
及
び
草
の
繁
茂
が
著
し
か
っ
た
た

め
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
操
作
な
ど
特
殊
訓
練
を
受

け
た
「
防
草
属
カ
リ
ト
ル
ン
ジ
ャ
ー
」
を
出

動
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
神
島
灯
台
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
お

い
て
は
、
新
品
の
充
電
式
草
刈
り
機
が
タ
イ

ミ
ン
グ
良
く
納
入
さ
れ
た
た
め
、
新
兵
器
の

慣
熟
訓
練
も
か
ね
て
交
通
課
等
か
ら
精
鋭
４

名
が
参
加
し
、
樹
木
・
雑
草
と
約
半
日
格
闘

し
、
見
違
え
る
ほ
ど
（
？
）
綺
麗
に
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
交
通
担
当
次
長
は
、
33
年
前
に
神

島
灯
台
の
灯
台
守
を
行
っ
て
お
り
、
久
し
ぶ

り
の
神
島
で
の
灯
台
守
作
業
に
従
事
し
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

神
島
灯
台
は
、
映
画
「
潮
騒
」
の
舞
台
と

な
っ
て
お
り
、
春
に
は
灯
台
周
辺
に
桜
が
咲

き
、島
の
方
や
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、

綺
麗
に
な
っ
た
神
島
灯
台
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
鳥
羽
海
上
保
安
部
交
通
課
）

保
安
庁
の
活
動
を
知
っ
て
頂
く
た
め
、
奄
美

海
上
保
安
部
便
り
第
６０
記
念
号
と
来
年
の
海

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
夫
々
に
手
交
し
ま
し
た
。

　

管
理
す
る
3５
基
の
航
路
標
識
は
、
奄
美
大

島
、
加
計
呂
麻
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖

永
良
部
島
、
与
論
島
の
６
つ
の
外
洋
離
島
に

点
在
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
適
切
な
管

理
に
は
、監
視
協
力
者
の
存
在
が
重
要
で
す
。

特
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
、
台
風
通
過
後
の

航
路
標
識
へ
の
被
害
の
迅
速
な
把
握
と
復
旧

に
不
可
欠
で
す
。
奄
美
海
上
保
安
部
は
、
地

嶺山氏、徳之島最北端
金見埼灯台の監視協力者

感謝と引き続きのご協力をお願いしました
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域
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
奄
美
群
島
の
安

全
安
心
に
務
め
ま
す
。

 

（
奄
美
海
上
保
安
部
）

金見埼灯台 

奄美海上保安部 

与論島 

沖永良部島 

徳之島 

喜界島 奄美大島 
加計呂麻島 

本会が「航路標識協力団体」に指定される
（令和 4年 2月22日）

　昨年の通常国会において、航路標識法が改正され、「航路
標識協力団体制度」が創設されました。本制度に基づき、本
会が参観業務を行っている16基の灯台における航路標識協力
団体として海上保安庁へ申請を行った結果、航路標識協力団
体として関係管区海上保安本部長から指定を受けましたので
報告いたします。
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１
　
は
じ
め
に

　

公
益
社
団
法
人
燈
光
会
で
は
、
航
路
標
識
事
業
に
関
す
る
周

知
啓
蒙
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
各
支

所
等
で
保
管
し
て
い
る
歴
史
的
な
航
路
標
識
資
料
を
旧
犬
吠
埼

航
路
標
識
事
務
所
庁
舎
内
に
移
設
・
保
存
す
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
令
和
３
年
1２
月
２8
日
に

犬
吠
埼
灯
台
航
路
標
識
資
料
展
示
室
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、

こ
の
整
備
事
業
の
内
容
、
実
施
状
況
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

２
　
事
業
内
容

　

公
益
社
団
法
人
燈
光
会
で
は
、
全
国
16
か
所
の
参
観
灯
台
の

う
ち
1２
か
所
に
灯
台
資
料
展
示
室
を
整
備
し
、
当
該
参
観
灯
台

に
よ
る
参
観
業
務
の
ほ
か
、
航
路
標
識
の
役
割
や
歴
史
、
航
路

標
識
資
料
な
ど
を
展
示
す
る
こ
と
で
航
路
標
識
の
周
知
啓
蒙
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
航
路
標
識
資
料
の
う
ち
、
歴

史
的
な
航
路
標
識
機
器
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
技
術
革
新
に
よ

る
機
器
の
変
遷
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
当
会
が
保
有
す
る

大
型
の
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
、
石
油
灯
器
、
チ
ャ
ン
ス
式
灯
器
、

ガ
ス
灯
器
、
又
は
水
銀
槽
式
回
転
装
置
な
ど
の
資
料
に
つ
い
て

は
、
海
上
保
安
庁
の
行
う
灯
台
の
一
般
公
開
な
ど
で
は
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
会
が
保
有
す
る
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
全
国
各
地
の
燈
光
会

支
所
な
ど
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で
、
一
般
に
公
開
さ
れ

な
い
も
の
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
旧
犬
吠
埼
航

路
標
識
事
務
所
庁
舎
内
に
移
設
・
保
存
す
る
と
と
も
に
、
灯
台

記
念
日
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
適
時
に
一
般
公
開
す
る
ほ

か
、
燈
光
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
整
備

し
た
も
の
で
す
。

３
　
整
備
計
画

⑴
　
令
和
２
年
度

○ 

旧
犬
吠
埼
航
路
標
識
事
務
所
庁
舎
へ
の
展
示
台
等
の
展
示
施

歴
史
的
航
路
標
識
資
料
展
示
室
整
備
事
業
に
つ
い
て

歴
史
的
航
路
標
識
資
料
展
示
室
整
備
事
業
に
つ
い
て

～
犬
吠
埼
灯
台
航
路
標
識
資
料
展
示
室
が
完
成
し
ま
し
た
！「
航
路
標
識
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」公
開
の
お
知
ら
せ
！
～

～
犬
吠
埼
灯
台
航
路
標
識
資
料
展
示
室
が
完
成
し
ま
し
た
！「
航
路
標
識
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」公
開
の
お
知
ら
せ
！
～

��

燈
光
会
事
務
局

燈
光
会
事
務
局
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設
の
整
備

⑵
　
令
和
３
年
度

○ 
航
路
標
識
資
料
を
犬
吠
埼
支
所
へ
運
搬
、
搬
入

○ 

犬
吠
埼
灯
台
航
路
標
識
資
料
展
示
室
の
整
備

○ 「
航
路
標
識
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
公
開

４
　
当
該
資
料
展
示
室
の
整
備
状
況

⑴
　
令
和
２
年
度

○ 

犬
吠
埼
支
所
は
、
全
国
の
各
支
所
の
中
で
も
参
観
者
数
が
多

く
灯
台
構
内
も
広
い
参
観
灯
台
で
あ
り
、
歴
史
的
航
路
標
識

資
料
展
示
室
の
整
備
に
は
、
同
一
構
内
の
旧
犬
吠
埼
航
路
標

識
事
務
所
庁
舎
が
適
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
施
設
管
理
者
で

あ
る
銚
子
海
上
保
安
部
や
上
部
機
関
の
第
三
管
区
海
上
保
安

本
部
の
関
係
者
の
皆
様
に
対
す
る
事
前
説
明
を
実
施
し
、
ご

了
承
の
う
え
当
該
整
備
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

○ 

令
和
２
年
７
月
に
、
第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
長
か
ら
当
該

航
路
標
識
資
料
展
示
室
整
備
に
係
る
国
有
財
産
（
建
物
・
事

務
所
建
41
・
9
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
使
用
許
可
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
必
要
最
小
限
の
展
示
室
内
装
整
備
を
実
施
し
ま
し

た
。（
写
真
①
～
④
参
照
）

⑵
　
令
和
３
年
度

○ 

歴
史
的
航
路
標
識
機
器
等
の
資
料
は
、
全
国
各
地
の
燈
光
会

写真①（旧倉庫施工前）

写真④（旧車庫施工後）

写真③（旧車庫施工前）

写真②（旧倉庫施工後）
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支
所
な
ど
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
整
備
事

業
で
は
、
下
関
地
区
の
倉
庫
に
、
90
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ビ
ー

コ
ン
灯
器
等
大
型
の
航
路
標
識
資
料
の
ほ
か
数
多
く
の
資
料

が
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
関
係
者
の
ご
協
力
の
下
、
当
該

保
管
資
料
を
犬
吠
埼
支
所
へ
搬
入
す
る
べ
く
、
資
料
を
リ
ス

ト
化
し
、
搬
入
資
料
の
選
別
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
３
年
11

月
15
日
、
関
係
者
の
皆
様
と
燈
光
会
角
島
支
所
（
嘱
託
）
平

尾
氏
の
立
会
い
の
下
、
当
該
保
管
資
料
の
搬
出
を
行
い
、
無

事
に
犬
吠
埼
支
所
へ
搬
入
（
運
搬
）
し
ま
し
た
。（
写
真
⑤

～
⑫
参
照
）

○ 

本
体
工
事
で
あ
る
犬
吠
埼
灯
台
航
路
標
識
資
料
展
示
室
整
備

工
事
に
先
立
ち
、
令
和
３
年
9
月
に
、
第
三
管
区
海
上
保
安

本
部
長
か
ら
電
源
引
き
込
み
の
た
め
の
電
力
線
路
変
更
工
事

に
伴
う
国
有
財
産
（
土
地
３
・
4
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
使
用

許
可
及
び
当
該
整
備
工
事
に
係
る
事
前
承
認
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
令
和
３
年
10
月
4
日
～
1２
月
３1
日
の
工
期
で
整
備

工
事
を
実
施
し
、
令
和
３
年
1２
月
２8
日
に
当
該
資
料
展
示
室

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

・
電
源
引
き
込
み

　
　

 

旧
犬
吠
埼
霧
信
号
所
（
霧
笛
舎
）
か
ら
当
該
資
料
展
示
室

写真⑤（搬出前状況）

写真⑧（搬出状況）

写真⑦（搬出状況）

写真⑥（搬出前状況）
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へ
の
電
源
埋
設
（
写
真
⑬
～
⑯
参
照
）

　

・
照
明
器
具
等
取
付
け

　
　

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
取
付
け
（
写
真
⑰
～
⑱
参
照
）

　

・
壁
等
モ
ル
タ
ル
補
修

　
　

 

シ
ャ
ッ
タ
ー
周
辺
の
補
修
（
写
真
⑲
～
⑳
参
照
）

　

・
航
路
標
識
資
料
等
の
固
定
等

　
　

 

90
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ビ
ー
コ
ン
灯
器
等
大
型
の
航
路
標
識

資
料
の
固
定
、
展
示
品
整
理
棚
の
資
料
保
護
措
置
等
（
写

真
㉑
～
㉘
参
照
）

写真⑩（搬入状況）

写真⑬（霧笛舎分電盤）

写真⑨（搬入状況）

写真⑫（搬入状況）

写真⑭（霧笛舎電源線）

写真⑪（搬入状況）
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写真⑯（展示室引き込み） 写真⑮（電源埋設標）

写真㉒（日時計固定） 写真㉑（大型灯器固定）

写真⑳（シャッター廻り） 写真⑲（シャッター廻り）

写真⑱（ＬＥＤ照明） 写真⑰（照明スイッチ）
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５�

　「
航
路
標
識
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
公
開
の
お
知

ら
せ

　

公
益
社
団
法
人
燈
光
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
燈
光
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
灯
台
ア
ー
カ
イ
ブ
の
中
で
、「
近
代
航
路
標
識
資
料
要

覧
」
を
公
開
し
て
お
り
ま
し
た
が
、「A

dobe Flash Player
」

の
サ
ポ
ー
ト
終
了
に
伴
い
閲
覧
が
出
来
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
今
般
、
新
た
に
「
航
路
標
識
資
料
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
一
新
し
、
令
和
4
年
1
月

２8
日
か
ら
公
開
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
航
路
標
識
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
今
回
整
備

写真㉓（大型灯器の展示状況）

写真㉘（資料整理棚の展示状況） 写真㉗（資料整理棚の展示状況）

写真㉖（資料整理棚の展示状況） 写真㉕（大型機器等の展示全体）

写真㉔（大型レンズ等の展示状況）
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航
路
標
識
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

U
RL

：https://w
w
w
.tokokai.org/database/

い
た
し
ま
し
た
犬
吠
埼
灯
台
航
路
標
識
資
料
展
示
室
の
資
料
を

は
じ
め
当
会
が
所
有
す
る
航
路
標
識
機
器
等
の
資
料
を
公
開
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
回
紹
介
い
た
し
ま
し
た
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
構
想
段
階
か
ら
約
5
年
を
要
し
て
完
成
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
歴
史
的
航
路
標
識
機
器
等
の
資
料
の
整
理
・

保
存
は
、
公
益
社
団
法
人
燈
光
会
の
重
要
な
使
命
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
不
断
の
取
り
組
み
と
し
て
、

当
該
資
料
の
整
理
・
保
存
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、「
航
路
標
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継
続

的
に
内
容
を
充
実
・
拡
大
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

旧犬吠埼航路標識事務所
（犬吠埼灯台航路標識資料展示室）

航路標資料
（データベースQRコード）

新設資料展示室（旧車庫）入口
（内部写真㉓～㉗参照）
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御
前
埼
灯
台
は
、
令
和

3
年
12
月
25
日
、
1
日
の

み
で
し
た
が
、
参
観
時
間

を
延
長
し
夕
暮
れ
参
観
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
灯
台
ワ
ー
ル

ド
サ
ミ
ッ
ト
も
開
催
出
来

な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

夕
暮
れ
参
観
を
企
画
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
通
常
の
参
観

時
間
が
16
時
ま
で
の
と
こ

ろ
、
夕
暮
れ
が
見
ら
れ
る

17
時
30
分
ま
で
参
観
時
間

を
延
長
し
、
ま
た
、
参
観

さ
れ
る
方
に
ラ
ン
タ
ン
を

持
っ
て
灯
台
へ
登
っ
て
も
ら
い
一
味
違
う
灯
台
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
強
風
の
為
15
時
過
ぎ
ま
で
は
参
観
を
中
止
し
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
、
夕
暮
れ
参
観
が
で
き
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
中
止
し
て
い
る
間
に
準
備
が
出
来
た
の
は
良
か
っ
た

で
す
。
風
も
弱
く
な
り
、
参
観
を
再
開
し
、
夕
暮
れ
に
迫
っ
て

く
る
頃
に
は
、
大
勢
の
参
観
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
結
果
、
大

人
55
名
、
小
人
10
名
程
が
参
観
さ
れ
、
先
着
30
組
へ
の
粗
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
と
い
う
間
に
配
布
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
清
水
海
上
保
安
部
交
通
課
・

御
前
崎
市
観
光
協
会
の
ご
協
力
の
も
と
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
は
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。来
年
は
、

も
っ
と
も
っ
と
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
を
増
や
し
、
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　　

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
　
夕
暮
れ
参
観

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
　
夕
暮
れ
参
観

��

燈
光
会
御
前
埼
支
所
長

燈
光
会
御
前
埼
支
所
長
　
辻
　
岡
　
知
　
美

　
辻
　
岡
　
知
　
美
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ステッカー

灯台カード

つゆひかりのお茶

観光協会よりＬＥＤのロー
ソクを借り♡を作り、Ｕピ
ン杭に電飾を通して、ハー
トを 2ヶ所作り、上からで
も下からでもハートが見え
るように工夫してみました。

粗品プレゼント
先着30組限定‼

当日 ９時以降にプレゼントの内容の
告知をしました。��
　清水海上保安部�→�灯台カード
　観光協会�→�つゆひかりのお茶
　燈光会�→�灯台ステッカー
以上 3点 1組をプレゼントしました。

ライトアップされた灯台
とランタンの灯り

参観者が持ってのぼった
ランタン
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一
番
夕
日
が
き
れ
い
な
時
間
に
お
客
様
を
帰
ら
せ
て
し
ま
う

の
は
も
っ
た
い
な
い
、
灯
台
か
ら
夕
日
を
見
て
も
ら
い
た
い
！

と
い
う
思
い
で
企
画
し
た
「
夕
暮
れ
参
観
」。

　

初
め
て
の
試
み
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
潮
岬
灯
台
は
特
別
公

開
な
ど
も
少
な
く
イ
ベ
ン
ト
も
不
慣
れ
な
中
、
田
辺
海
上
保
安

部
交
通
課
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
令
和
３
年
１２
月

１８
・
１９
日
、
２5
・
２６
日
の
4
日
間
、
念
願
か
な
っ
て
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
催
時
期
が
１２
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
灯
塔
や
敷
地
内
に

　「
夕
暮
れ
参
観
」

　「
夕
暮
れ
参
観
」
～
灯
台
か
ら
見
る
夕
日
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
～

～
灯
台
か
ら
見
る
夕
日
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
～

��

燈
光
会
潮
岬
支
所
長

燈
光
会
潮
岬
支
所
長
　
阿
　
部
　
千
　
穂

　
阿
　
部
　
千
　
穂

水平線に沈む夕日

イルミネーションの設置
（田辺海上保安部職員の皆様）
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ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
新
聞
に
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を

取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
地
元
の
方
々
も
見
慣
れ
て
は
い

る
け
れ
ど
い
つ
も
と
は
違
う
灯
台
を
一
目
見
よ
う
と
足
を
運
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
至
ら

ぬ
点
や
準
備
不
足
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
こ
と

で
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

よ
う
、
ま
た
「
潮
岬
灯
台
の
夕
暮
れ
参
観
の
季
節
だ
ね
！
」
と

楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
恒
例
行
事
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
夕
暮
れ
参
観
実
施
に
あ
た
り
、
ご
支
援
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
田
辺
海
上
保
安
部
の
皆
さ
ま
へ
誌
面
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト
や
ク
リ
ス

マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
で
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
演
出
す
る
な
ど
、

夕
日
が
沈
ん
だ
後
も
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
曇
り
空
や
潮
岬
で
は
珍
し
く
雪
が
降
る
な
ど
お
天

気
に
は
恵
ま
れ
ず
、
特
に
初
日
の
前
の
晩
は
も
の
す
ご
い
強
風

で
せ
っ
か
く
飾
り
付
け
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
吹
き
飛
ん
で

し
ま
わ
な
い
か
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
。
当
日
も
風
が
強
く
時
々

空
は
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
イ
ベ
ン
ト
を
知

っ
た
県
外
の
方
や
写
真
愛
好
家
の
方
な
ど
が
訪
れ
、
普
段
は
見

ら
れ
な
い
灯
台
か
ら
の
夕
日
や
、
点
灯
を
早
め
た
灯
台
の
光
と

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
の
貴
重
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

夕日を眺める参観者の様子

　展示室のクリスマスツリー
（オーナメントは支所長の
ハンドメイドです）

灯台にのぼって日没を待つ参観者
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